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L. シマラリテイ (Simularitv) 物理現象の新珂論1)

ブルース E.デパルマ 1 973年6月15日

はじめに:シマラリテイ (Simularity:ここでmulはmulletのmulと同じように発音する)

は、完全件 (perfection) の意味に基づく物理現象の一理論である。数学的に表わされた

完全性 (perfection) の意味とは自然数πの計算という形態をとる。

この自然数:この自然数πは、実際の測定の結果である。これはどんな測定にもいえる

ことであるが、すべての測定を特徴付ける lつの測定の原型とも言えるものが存在する。

実際に行える極端に単純な測定は、円周とその円の直径の比率を測ることであろう。こ

d 

π= c/d， 3.141 59… 

の比率は数値πとして知られている。実世界を

表すすべての科学的理論と推論は、実測に基づ

いている。すべの測定・実測は原型としての測

定πの観点から特徴付けられるだろう。単純に

言うなら、これが、シマラリティ理論の基礎で

あるこの測定の特性付けを決定することである。

πの性質 :π は完全性 (pers∞tion)のlつの数学的形式での表現である。明らかに正確
で定まった値を持つ数であるが、この正確な値を確かめようとすると我々は際限のない

計算という問題に陥っていることを発見する。別の言葉でいうなら、この数のあいまい

さのない決定には、この計算への並々ならぬ決意と労力を必要とする、と言える。従っ

て、我々は、完全性 (perfection)の数学的な定義は、その数が持つ精度が陽に自己定義

の質を表すような数である、と言える。その数の計算において、我々は際限のない作業

に携わっている自分自身を見つけるであろう。

誤差 (defect) :π の値は測定の結果であり、この測定は我々が望むだけ正確に行うこ
とができる。しかし、この測定の精度の向上の可能性は常に存在していることは明らか

である。すなわち、我々がπを計算するときに選んだ多くの桁数についていうなら、ま

だ計算されうる残りの部分が常に存在している。我々は、 πを計算するとき選んだ桁数

に関して言えば、残りをゼロに減らすことはできないことを知っている。私はこのよう

な計算の残りの部分を計算の翠差 (defect) と定義する。この誤差は無限の計算によっ

てのみ取り除ける究極的なものと思われる。実際の実験では、すべての測定にはいくら

かこの益基を持つものである。
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誤ヲ舎の実在性:もし、すべての科学が測定に基づくものならば、そして、すべての測定

が暗に誤差を含むのならば、明らかに、この質を陽に引き出す実験を行うことは可能な

はずである。

自転するポールの実験:今日、我々は科学という環境の中で、様々な理論に支えられつ

つ測定が実施されているという状況にある。相対論と量子力学はそれら理論の外にある

実験結呆に依存するその種の理論の代表である。これはすべてうまく行っており良好で

ある。そして、もし、これら実在に関する理論がその有効性の根拠を実験に依存してい

るとしたら、誰が実在2)について論ずることができょう。

我々の基本的な物質の概念の交替の唯一の必要性は、これらの概念に基づく理論拡張性

の段階を超える現象の実在にだけ依っている。もう 1つの側面から見ると、現在の理論

の拡張といった範囲を超える進歩は、同じ考え方の中で実在の新しい理論の存在へと至

る新しい実験を実施することである。

一般には、今日の科学的概念化の洗練さは、すべての現象を lつの巨大な例外のもとに

すべての現象に適用可能である。 IクェーサJという星の現象は今日の理論的理解の途

方もない外挿なしには理解することはできない。 I標準的な解釈」の応用は、赤方偏位

と見かけ上の後退速度、放射スペクトルと距離の不釣合いの中で陽な矛盾へと導いて行

く。これらの一貫性のなきは、一般的な疑問や標準的な解釈や理論の中にある困難な感

覚を生じさせて来た。何か新しいことが必要であると思われているにもかかわらず、

「新しい一般理論」は旧式の科学的関連の中に現れてはいない。

私は科学的一般理論の基礎として、シマラリティ (Simularity) を提出しよう。これは測

定それ自身の陽な特性に基づいており、現在のアイディアと観測される宇宙的な現象の

聞のギャップを埋める概念である。

自転するボールの実験は、シマラリテイの有効性の検証の厳しいテストである。もし、

我々が自転する物体を考えるなら、我々はその物体の中によく知られた求心的加速度の

力が現れるのを見付ける。これらの力は、ただその物体の自転という操作によって発生

したものである。これらの力を測定の結果と説明しよう。もし、我々が測定の真の特性

として蓋差の存在を許すならば、これはいかにして現れるのだろうか。自転する物体が

重力の影響下で落下させられたとき、重力加速度 iGJとして知られる加速度ではもは

や落下しないことが分かる。この実験の正確な結果は検証された証拠と日付と共にすべ
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て次の参考文献の連続した論文に掲載されている。 (1)“Antigravity(反重力)"(2)“The 

‘ Force Machine Experiment (フォースマシンの実験)" (3)“百leOD Effect--A New Physical 

Phenomena(OD効果一新しい物理現象)"そして(4)“TheOD Effect--Radio Frequency Shi丘
Experiment(OD効果ーラジオ周波数偏位実験)"

回転運動の求心的加速度のカの発生の誤差が示していることは、慣性のような質を持つ

OD効果であり、これは回転体又は回転対象物の加速度に比例するように観測されてい

る。

クェサーとラジオ周波数備位実験:回転する物体の加速度を通して生成される場、∞

場は周辺の物体に増大する慣性という特性を付与する。これは周期的に振れる振り子

(このうち lつは励起されたフォースマシンである)の直接の視覚的ふるまいの中に観

察される。参考文献(3)とユニークなふるまいのために、 106メガサイクルのラジオ周波

数回路の発振のチューニングを変える実験という形態、で検証が試みられた。期待された

効果が本当に発生し、ラジオによって連絡された70マイルの距離を離てた発振器に対し

て約2500サイクル (105分の2.5) という周波数偏位が観測された。この実験の詳細は参

考文献(4)に報告されている。

このラジオ周波数実験は地上で考案されたものであり、ある現象一一努振回路の周波数

をいかなる電磁的相互作用もなしに変えるととができる現象一ーの存在をデモンストレ

ートする。電気的共振現象は、ひとまとまりの回路要素として知られているインダクタ

ンスやキャパシタンスの相互作用を通して発生する。これらは実際の物理的な物質であ

るので、我々はこれらが作られている材料物質の慣性特性を変化させる何かの場又は効

果が振動的電気共振の周波数に影響を与えると期待すべきである。これは、測定の特性

に基づいたある実在性の理論の有効性を単純に確認するケースである、ということが示

されたのだと考えるべきである。

クェーサでは、波長が3倍又はそれ以上になったのと同等な励起された原子の放射スペ

クトルの変化がある。これは、水素原子のレイマン・アルファ線(通常は1，216Aの波長

で生じる)の偏位であり、超紫外線から可視光線の中程(緑色光)の5，341Aとなる。

この極端な波長の偏位は、ピック・パン仮説後の拡大する宇宙のドップラー偏位に単純

に1f号することはできない。

励起された原子の放射スペクトルの波長が長くなる方への変化は、 OD場によって生み

出された物質の慣性特性の変化の単純な結果である。ラジオ周波数偏位の実験はすべて

-3-
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の懐議論者を説得するには至らなかったが、しかしながら、 OD場の影響による光学的

に励起された原子の波長偏位は、これを裏付ける成果である。

均一な接続件 (UniformConnectivitvL:よく問われる質問は、光学的に励起した原子、

ラジオ周波数発振、慣性そして重力といった様々な現象を繋いでいるものの本質は何な

のか、ということである。私は、この特性を均一な接続性 (UnifonnConnectivity)或い

は、すべての力、すべての場、そしてすべての物質的事象の中で生じている何か、と呼

ぶ。均一な接続性 (UniformConnectivity)は、すべて顕現、我々が実在と呼ぶものの総

和の一部分又は一区画である蓋差の特性である。これ以上の解釈や議論はしないで、私

は均ーな接続性(uniformconnectivIty)は一一実在の現れに本来備わっている誤差という概

念を媒介として一一「遠隔作用」の初期の説明に使った伝統的な逆説のすべてを片づけ

ることを指摘したい。

益益:コペJレニクスが地球が宇宙の中心ではなく惑星は本当は太陽のまわりを回転して

おり、その他のもろもろの星も単に順番に同様に見なされるという考えを提出したとき、

莫大な量の独断と理論的な解釈が無効にされ結局、捨てられた。重要なことは、宇宙的

な事象や物理的事象の理解、定式化そして科学的解釈をする上にもたらされる広い範囲

の単純さ、である。 9つの天国が地球をその中心として存在しているという考え、すな

わち多くの書物に書かれていたドグマの記録を受け入れず、このような天国によって惑

わされていない目を持ち得る探求者は宇宙の秘密を捜す中でコペルニクスによって導入

された広大な単純さによって心を澄ませたのである。

この新しい一般理論の独特の重要性は、その単純さと膨大な実験データとの合理性にあ

る。ニュートンのそしてケプラーの法則は、一生涯の観測データの集大成であり、明示

的な定式化である。各々の新一般理論は、すべてのそれ以前の観測の総和全体を含まな

ければならない。時間だけがシマラリティ (Simularity)がこのテストによく耐えるかど

うかを明らかにするであろう。
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1)訳者注釈:本論文について次の点検討要。

1.次の語の訳について検討要

.perfection:一応、(完全性jと訳した。単に、!完全jとするのも案。

93.12版

echaracter ，property:この二つをどう訳し分けるか。 propertyは!特'閥、 ch訂ac低rはI性格、
性質j位にしてある。確認要ではあるが0

.measurement: r測定j、[観測jをうまく使いわける必要あり。

次のところも注意「誤差の実在性(出eRea1ity) :もし、すべての科学が測定(観測:

measuremen旬、今まですべて測定と訳している)に基づくものならば、…j

・generality:r概論j→「一般理論J
.defect: r誤差j

・この他、シマラリテイ(Simularity)，均ーな接続性 (UniformConnectivity) といった独

特の用語もある。

2.3ページ上の方~中程で参照されている参考文献(1)--(4)に関する詳細な記述、紹介

は他にはない。欠落しているのか?

2)訳者メモ=原文では"whocan argue守withthis"のthisであり、これを実在("Reality")と解

釈して訳している。
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2. 重力と相対件

ブルース E.デパルマ 1 974年3月5日

この論文の結論は、部分的にエドワード デルパーズ但dw紅dDelvers)氏と共同で提出し

た重力場の影響下の回転する物体のふるまいに関する報告の中で報告された結果に基づ

いている。

物理学的な探求の過程は、多くの形を取る。そのような成果のために様々な形で思索す

ることが可能である。アインシュタインの業績は lつの慣性系から別の慣性系への物理

法則の変換可能'性についての一般理論の定式化が可能であることを示したことである。

その理論の詳細に立ち入らなくても、物理法則の変換というようなアイディアは物理的

実在の仮定されれた性質に関する非常に一般的な表現であることは明らかである。私は

1つlつアインシュタインに反駁する議論に立ち入る気はない。我々は、ただ、次のよ

うに言おう。高速回転する物体で慣性が増加する効果の発見は、慣性質量と重力質量の

間の固定的な関係を葬り去り空間の幾何学的な解釈を無効にすると。アインシュタイン

の一般理論は、数理物理学の力の最も偉大な瞬間である。しかし、死者は葬り去らねば

ならないし、我々はより新たな世界へと進まねばならない。

慣性質量と重力質量が非関連的であることが発見されたので、 2つの別々の実験の結果

がそれらがたとえ同じ結果を与えたとしても識別可能な相異が見つけられたときには同

等と見なすことはできない。

我々が物理学的意味で「真実」或いは知識と言ったとき、我々は次に物理法則の「意味」

に注意を集中しなければならない。この意味または幾何学の基礎は完全に任意のもので

あり、我々は「真実とは何かJというピラト(Pilato)の警告に激しく突き当たる。

もし我々が、定式化、物理的法則の構造、幾何学などについての基礎を持たないなら、

意味のある結果を生み出すために我々が取り扱う所説をどこから初めたらよいのか。

物理学理論とは概念の一般化 (generalization)である、と私は指摘した。この我々の思

想の表現をより一般化すると、可能な解釈は、我々は何も言つてないということになる。

アインシュタインの輝きはその構造に関する物理的有効性(validity)に依存しないこと、

イト
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それ自身が美しい構造として存在しうること、その基礎である物理学に独立であること

である。この主張の意味の十分な理解は、これらのアイデアの真面目な研究者たちの解

釈を待たなければならないだろう。

基本的に、我々は過去の思考や思索の「客観的妥当性Jに帰すことのできる理論や推論

の力を越えた我々のアイデアに関する可能な基礎が存在することを指摘した。我々が取

り扱うすべての物事に関して暗黙的(implicit)である場や効果が、原因一偶然ーといった

ニュートン物理学の有効性を構成するものと対局にあるものとして区別して認識される

必要がある。これの意味する所は何であろうか。我々はもし、その作用または有効性が

実在それ自身の絶対的(implicit)笠笠である一般的効果(generaleffects)の存在を認めるなら

重力を理解することができる。

我々は「神」が存在すると言うことはできる。しかし、神が存在することをどのように

して我々は知るのだろうか。

この質問は別の形で問うたり、或いは答えたりできるので、この質問に答える必要はな

V~ 。

実在は実験によって確立される。この世界の性質を決めるのは、測定の特性や性質であ

る。

これの意味するところは、我々は各々の測定を選び取り、次のように考えるということ‘

である。もし我々が測定或いは実験を定義するなら、我々は一般に捜し求めている結果

や効果を最大にすることを試み、無関係な効果の影響を可能なかぎり低いレベルに低減

または排除しようとする。結局、秤は温度や時間ではなく、重量だけを測定する。最終

的な分析で、実験の結果はその実験自身の一部になる。もはや実験結果に到達するため

に用いられた手段に独立な実験結果を与えることはできない。

このことはあなた方がよく言うことであり、このことと物理学の近代的手法の問に矛盾

はない。しかしながら、我々は一連の実験的測定から結果するアイデイアの聞の関係に

ついて考えてみよう。 Iスピン」という原子の性質は、直接的に観測される物理的物体

の顕微鏡的な回転と比較しうると考えるのは妥当である。電子は「大きさJI電荷」
「質量Jr重さ」を持つということはこれらの量を測定するために用いられる実験と独
立に正しいと言えるのだろうか。もし我々がそれらの抽象概念を用いて物理的理論を構

成するなら、そのときとれらの抽象概念そのものは考慮の外にしていることに気が付く。

-7-
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私は、これが慣性と重力の等価性の破れは次の主張と同等であることを気が付かせるこ

とを望む。つまり、これらが全く等しく意味をなさず区別不可能であることを確かめる

まで2つの本質的に異なるアイデイアの等価性の我々の実現について注意深くなり過ぎ

るということはない。

アインシュタインの一般理論は、慣性質量と重力質量の2つが実際に全く同じというわ

けではなく、仮定の上の等価性からだけ導かれうる。私は、もし、慣性質量と重力質量

の聞に恒等性が存在するなら、理論のその導出(thegeneration)は不可能であると主張する。

事実、そのアインシュタインの公式化は、数学的な形式としては明らかに疑しい表現で

ある。

もし、我々が公式化するときアインシュタインと同様に精密であるなら、我々の知識の

不足は限定された形を取る。そして、マッハ(Mach)が指摘したように、非常にしばしば

誤りが新たな知識の最初の基礎を形作るものである。

それでは、これは物理学をどこに置き去りにするのか。我々は我々のアイデイアを結論

付ける程に拡張できる。これは、それを創り出す実験に暗黙的に(絶対的に:implicitly)

関係する各々の結果を創りだす。関係の暗黙性(絶対性:implicitness) は、 lつの実験結

果の方程式から他の実験結果の方程式へ「モデル」という装置を通して導く。私は少し

考えるなら、 「モデル」という装置は物理学の基礎ととしてだけ有用であり、十分に確

立されてはおらず、そして、物理的量の基礎は広い範囲の産業的応用を通じて未だ確立

された訳ではない、と気付くと思う。 i電子」の存在はもはや疑いえず、その概念の有

効性は電気機械類での広範囲の応用によって証明されているといったこの「電子」とい

うフィクションは今、もはや必要で、はないというのだろうか。

この応用という基礎の上で、我々はモデルや概念を不要にできた訳ではない。唆味さな

く定義されたある実験の結果だけが考慮されたのである。この実験の組み合わせ、或い

はその結果の組み合わせが、我々にトランジスタラジオまたはカラーテレピをもたらし

たと言えるだろう。

私は、物理学の総ての分野において、さらなる発展は理想化された過程つまりモデルを

使うことによって妨げられているということは明白なことだと考える。これらのモデル

は実験結果の真実の解釈を覆い隠し、かつ、我々の知識に何一つ付け加えない。明らか

に、光の粒子一波のパラドクスは純粋に(現象の) 2つの全く異なる測定の等価性の誤っ

た解釈の結果である。
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一般相対論の等価原理は、一つの輝ける主張であり、科学的思索の集大成である。この

科学的思索は、 2つの側面を持つ。 lつはニュートンの法則とそれに先立つ力学の知識

に要約される慣性質量と重力質量の恒等性であり、 2つ自はモデリング過程を完全にや

り遂げるために必要な異なる実験の等価性の最初の例証である。これを驚くべき信じら

れないような素晴らしい成果であり、新しい物理学の進歩のためにそれを放棄すべきで

はない、などとと我々は考えてはいけない。

例えば、両方とも光の性質に関連した粒子と波の仮説に注目してみよう。パラドクス

は(光に関連した)異なる実験の結果を等価としたときに生じる。そして、その実験を、

その実験から得られた結果一一事象そのもの(この場合、光)に同時に現われる性質と

して得られる結果ーーを決定するものとは見なしていない。

我々は検証しつつ全体として得られたこれらの実験結果へと物理学の基礎をシフトさせ

なければならない。そして、そのときラジオを一つの事例としてではなく電磁場に関す

るマックスウェル方程式の応用として考える。しかし、意図された実験結果の組み合わ

せ、即ち、電気的、力学的、磁気的、電子的な事象の組み合わせは、私を土曜の午後の

オペラへと誘う。

ルネッサンスはその最後に我々が今日近代科学として知っているものを見付けた。テク

ノロジーの領域での一層のどんな解明にも絶望しつつ、才能のある知性は自然の理解の

問題に関するシステマティックな説明へと転換を初めている。単一性の探求は、その概

念化として、アインシュタインが「宇宙の公式原理(universalfonnal principle)J と呼んだ

もの、ハイゼンベlレグが「中心的秩序」と呼んだものの真理を引き出す。これらは両方

ともアインシュタインが「スピノザの神」と呼んだものと同じようなものと考えられ、

「存在の中の調和として現われ、人間の運命や行為に関心を持つ神ではない。 J。

神の概念が物理学的理解の基本にあるにもかかわらず、我々のアイディアをその言葉で

明白に定式化するときには必要ない。単純に次のように言う必要がある。我々は、何が

考慮され求められているのか或いは何が知的な営みなのかを基準とした科学と魔法の問

の区別の必要性には関心はない。

今日、科学とは秘密の、或いは「暗黒jの術ではないことが認めれている、と私は考え

る。そして、したがって、我々は、その方向へと努力する真理としての「中心的秩序J

というアイデイア一一これは別の形態の神に過ぎないーーは放棄することができる。我々

-9-
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の信念から、科学は(例えば、慣性のような共通の要素を含む)実験の集まりと見なす

ことができ、その結果はある(意図された)結果を創りだすために組あわされ、整理さ

れる。ただその上に、これはある結果一一実験的現象や効果の組み合わせの存在を別に

してーーを創り出すまじないか儀式の組み合わせとして見なすこともできるということ

であり、その近づきやすさは実験的結論や実験家の精神的規範によって制限されている。

長い間興味をもたれていた重力相互作用に関連して言えば、中心的秩序の探求は我々を

相対論へと導くだけである、ということは明らかである。そして、さらに先に進むため

に我々はこれらのアイデイアを放棄し、実験を完全にしてあいまいな結果を解決するた

めの精神的規範の洗練に努力を集中しなければならない。最終的なあいまいさは、我々

が等価原理を主張し自らの理論の基礎としてそれを用いるときに我々が創りだすもので

ある。実験的概念の一層の洗練は、ただ自然に、実験的条件即ち回転の提供(産出:the

production)へと導きうる。この回転が2つの形態の慣性の問の区別を可能にする。

回転によって生じる物体の慣性的性質に関して達成された発見は、ただ単純にもう一つ

の実験的発見というわけではなしその等価原理の破れにおける偉大な認識論的発見の

達成である。

真実とは何か。アイデイアと物理的実在との関係は何か。実在)の理論(実在論:the

Theory of Reali ty )は、従って実験によって確立される。思考とアイデイアと実在

(Reality)の関係は実験によって確立される。そして、その実験では検証または実験され

るものが実験の一部になり、その実験の結果はその実験を意図する者つまり実験を構成

する者の思索或いは意図するところになるのである。光の波のようなそして粒子のよう

な性質は、ある特定の(そこでは光は要素の lつである)実験の結果である。そして、

波のような或いは粒子のような結果は正確に「有形の(実体的な:tangible)J形式で表され

た実験者の意図で、ある。

これらの議論や区別は意味のない結果をもたらす類語反復であると言われるかも知れな

い。私はこのような主張に断じて賛成しない。私はいかなる「実在の理論(実在論:

Theory of Reality) Jすなわちアインシュタインの理論も精神的な抽象である、と言いた

い。論理の定式化それ自体意味のある実在ではない。しかし、我々が新しい知識を得て

自らの思索を組織化する助けとなる。確かにコペルニクス革命はこの惑星の軌道の道筋

を変えはしなかったが、新しく観測されたこと一一ニュートン、アインシュタイン、そ

して、見よ我々は原子エネルギーを持っているーーを蓄積するのための道筋を明確にす

ることで、情報やデータの簡潔で(有用な)定式化可能にした。

-10・
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観測された事実を変える理論などかつてなかった。しかし、我々は我々の概念を洗練す

る地点に到達した。そこでは、その実験を通して証拠として挙げられる概念そのものが』

理論にとって欠くことのできないものになっている。

私は、今、アインシュタインの「批評への回答」という自叙伝の一部のある一節を思い

浮かべている。こんなふうな一節である。 i私は、ある重要な理論物理学者と私が交わ
した短い会話をここに再録して量子論の解釈に関して少し長々としてきたこれらの説明

を終わることにする。彼: i私はテレパシーを信じたい気になってきた。 J 私: rこ
れは多分物理学より心理学で扱うべきものだったんだ。」 彼: iそのとうりだ。 J

/ 

私は以上の議論で明確に述べてきた理由によりサイエンスフィクションは信じない。従っ

て、私は物理学的実験の予想される結果に基づいた推測を述べることはしない。

1 974年3月5日

(署名)

ブルース E.デパルマ
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3. 電力 h ぞLて向転する設の婁験

ブルース E.デパルマ 1 974年3月17日

庄:自転する球の実験は、回転する物体での重力と慣性カの相互作用の観測から成る。

回転する物理的対象物での物質的な力の相互作用に関し、 4つの実験が可能である。

1 )場の存在しない空間での非回転物体に作用する慣性力

2)場の存在しない空間での回転物体に作用する慣性カ

3)重力場での非回転物体に作用する慣性カ

4)重力場での回転物体に作用する慣性力

実験に関する議論:実験1)と 3)では、我々はニュートンの法則に表わされる通常の

慣性力を期待する。実験3)では、重力場によってわずかながら慣性が増すことを信ず

る理由(これは実験的証拠によって支持されている。)が存在する。実験2) とりの

場合は、文献で十分に扱われて来ていない。

回転する物体のふるまい:ある理論的考察が:、回転によって物体の力学的性質が変られ、

これが重力相互作用の基礎である、という筆者の信念を裏付けた。一連の実験は、作用

のこの基礎を支持し続けた。これらの実験のいくつかの報告が、この理論的論文に添え

られてきた。これらの結果次のようなものである。

1 )実験的証拠は、速く回転する物体は慣性を増す、という事実を支持する。

2 )重力相互作用の形態は次のようである。つまり、速く回転する実在の物質的対

象物のodすなわち付加的な慣性的性質は、重力場からの仕事の抽出或いは重力場へ

の仕事の供給のための付加的な貯蔵所の存在を表わしている。

(これは回転する質量は、重力場の影響下で同ーの回転していない物体より速く

落ちる、つまり、より強い加速度を持つことを意味する。)

重力相官作用の形熊:物理現象の完全な記述は、数多くの実験の結果に依存する。自転

する球のふるまいに関する実験とともに、別に報告されている(リプリントを参照可)

もう一つの一連の実験一一フォースマシン振り子実験一ーが存在する。これらの結果の

要約は、基本的には次に報告される現象である。

-12-
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1 )フォースマシン振り子、すなわち、ジャイロスコープ的な力を相殺するために

逆回転する 2つの同ーのフライホイールから構成される lつの振り子が駆動状態で

ないフォースマシンが振れるときの間隔より少しだけ増加した間隔で振れる。これ

は、回転する系の慣性が正味増加することを示している。

2)駆動状態の振り子の振れは、振れのピークが短縮され(調子が下がり)、非正

弦的である。

3)創り出された慣性的性質00.に蓄積された運動の力学的エネルギーは、慣怜場と

して現れる。この慣性場はその物体を取り範む付加的な慣性という性質を持つ。ま

'た、駆動された機関の近くに置かれた電気回路の発振周波数の低下として現れる。

我々が、上記の現象に関連して自転する球のふるまいを検証するとき、次のようなふる

まいを抽出することができる。

自転する球を上に向かつて投げると、球はカップを残しある垂直速度Vで去る。この速

度を得るため、自転するボールはそのカップから去る前に垂直方向に加速される。回転

する物体の加速度はいくらかのエネルギーがod場に供給されるため、同じ質量の回転し

ない物体より大きなエネルギーを必要とする。この自転する物体がカップを去るとき、

運動エネルギーはその物体の「真」の質量の(1/2)mv2と創り出された慣性的性質od

に蓄積されるエネルギーに分割される。これら2つのエネルギーの和は、重力場に逆らっ

て同じ初期速度を持つ回転しない物体に較べ、より高所に到達することを可能とする。

自転しない落下物体と自転する落下物体のふるまいを比較検証するとき、我々は自転す

る物体が(より大きな加速度により)より速く落下することに気づく。

我々は、落下する自転していない物体は、ニュートンの法則に従って落下し、これは一

般的な物体の運動の特殊なケースであると推論する。回転を含むより一般的なケースは、

重力相互作用によりおおい隠きれている。

もし、我々が(回転或いは他の手段によって)物体の慣性を増加させることができたな

ら、その物体は重力場中をより遅く落下すると期待できる。しかしながら、付加された

慣性的性質odは、大宇宙の中で与えられた力の作用よる元々の物体の加速を減ずると考

えよう。また、重力場の存在する中、付加された慣性的性質は、落下中に重力場からの

エネルギーの抽出のための追加された力学的「次元(dimension)Jと考えることができる。

逆に言えば、重力場中を上昇する物体から抽出された力学的エネルギーを相殺したり、

或いはそれを上まわる十分なエネルギーをこの[次元jから引き出すことができるのであ
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る。

この基礎から我々は、次のように書ける。

上昇する自転する球について、 mgh=(1/2 )moy2+ K吋 V 1) 

落下する自転する球について、 (1/2)m〆=(1β)mo y2+K吋 Y 2) 

厳密な意味で、ニュートンの法則の正確な応用は自由空間中の非回転の力学的物体に限

るべきであろう。重力場では、新たな力学的次元によるより大きなエネルギーの抽出の

可能性が反重力的な相互作用の可能性を聞いている。回転するフォースマシンでは、 od

エネルギーは次のように与えられる。

馬区動するフォースマシン: mgh=(1/2) m oy2 + K“ω2 3) 
ここで、 ωはフォースマシンの駆動軸の角速度である。

回転エネルギーの重力場に対しなされる仕事への変換の可能性がことにある。ここで未

、決定なことは、与えられた物体の重さを相殺するのに必要なエネルギーの増分である。

すなわち、 1ポンドの物体を lフィート運ぶために、1.1フィードポンドの仕事が必要

であろう。重さを相殺或いは物体を空中に停止させる条件を確立するために必要な場の

増分は、実在のフォースマシンの不完全さ或いは無能力さを表している。重要な事実は、

落下する自転していない力学的物体に関するニュートンの法則として表わされる力学的

相互作用に加え、重力場との力学的相互作用のためのメカニズムとしてのod場を確立し

たことである。

物理法則の解釈:ニュートンの法則が自転する物体と回転しない物体を区別していない、

という事実は、当時の力学的知識の状況を表わしている。しかし、ニュートンが回転と

非回転の区別をしなかったため、アインシュタインはいわゆる慣性と重力質量の区別を

しなかった。回転が物体の力学的性質に影響するという事実は、ニュートンの法則があ

る特殊な場合に関するものであるとし、また、空間の幾可学的解釈を無効にする。

重力的回転的相互作用の本質とその理論的予言に関して数多くの疑問が提出された。基

1)訳者注=回転する物体はKodyの分だけ高く上がる。なぜ¥速度vに比例するのかは不

明。

均訳者注=回転する物体はKodYの分だ、け速く落ちる。なぜ、速度vに比例するのかは不

明。

3)訳者注=角速度ωで駆動するフォースマシンは速度vで打ち出すとこの辺まで上がる。

れ識品副
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本的に、この理論は次のように見るととができる。もし、我々がカというものを回転し

ていない実在の物体への重力場の作用によって引き起こされたものであると考えるなら

ば、我々は、天秤の上でその力を測れることに気がつく。もし、我々がこの天秤で目盛

を調べ1ポンドといい、我々は不確定さに到達できる正確さの段階まで検証を導くこと

ができる。 1.000∞OOOOO?????、この測定での不確定さが実験の性質によるのか、或いは
実験された対象物によるのか、このとき明確ではない。原因と結果のレベルは、不確か

さである。もし、我々がどんな実験の結果をも考慮するなら、我々はこの現象を見付け、

るだろう。

もし、実在の物体が回転させられていると、その対象物である物体の中で回転の求心力

が現われる。もし、我々がこれらの力の測定を考えるなら、我々は同様の謹差を見い出

すことになる。その測定はノイズレベルに到達するに十分に正確に行うことができる。

すなわち、原因と結果という問題であり、ゆらぎが実験者によるものなのか、或いは実

験の対象物によるものなのか識別できない。このレベルは力の誤差のレベルであり、回

転と重力の間の連結を表わしている。一度、連結が確立されると、エネルギの移動は制

御可能な方針に従う。すなわち、自転する球体、通常の物体より多くの重力相互作用か

ら多くのエネルギーを抽出できるので、より速く落ちる。そして、 od場というフォース

マシン中のエネルギーの貯蔵が直接的に重力場に対する仕事の実施や移動する力の提供

というこのエネルギーの応用として結果する。

(場や力の)誤差の概念は、筆者のシマラリテイ (SimulariM理論の基礎を形作りながら独

自に認識論的に引き出されたものである。この理論は、測定の性質を基礎とする実在論

である。

考慮されるのは、原因と結果のレベルの実際の性質である。これが物理的に表わしてい

るのは、慣性の形態及び回転と重力の連結である。誤差と慣性場の他の実際の性質の連

結性は、ここに示されたデータに基づいて開始される議論に任せた方がよいだろう。理

論は、これらのアイデイアのまじめな学究の徒に任せるのがより適切であろう。シマラ

リテイ (Simularity)理論の理解は、実験者の心のある制限を取り除くことが必ず必要であ

る。

言えることは、次のことである。

物理の概念を一層洗練させるには、それらの有用性の最後に到達してしまったとき、そ

の概念を落すための物事の適切な指示が必要であり、重力相互作用の探究では我々は長

-15-
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い問ミ誤った慣性質量と重力質量の方程式に妨げられて来た。我々は、この力は、 2つ

テスト質量の重引力及びテスト質量をそれが落下するのと同じ比率で加速するために必

要とされる力という別々の実験の実演の l要素であると言ってよいだろう。

今、我々は回転という手段によって慣性及重力質量の問の区別ができる。これは、 2つ

の原理を含んでいる。

1 )誤差のメカニズムによるすべての実験の結合。

2)異なる手続きを基礎とする lつ1つの実験の分解又は区別。共通の要素(因子)

を含む 2つの実験がそれらの結果が同等であるという根拠を持つと信じる理由は何

もない。すなわちミ光の粒子と波動仮説などがこれに当る。また、次のように考え

るのが妥当であろう。我々は、実施された実験を正確に明示的に参照することなし

に「大きさ」、 「重さJ、 「質量」、 「自転J、 「符号jなどという日常的な概念
を適用すべきでない。我々が、 「問題Jに対して待ち合せているアイデイアの多く
は我々が作り上げたモデルによって条件付けされているので、我々はその「モデルj

が概念として捨てなければならない地点に到着してしまうかもしれない。

物理学をそのうちいくつかは lつ又はそれ以上の共通の要素を持つ実験の集りとみなす

ことは筆者には想像に難くない。

実験がかつてもう 1つの別の異なる結果を与えたことはなく、従って次のように明言す

る。

異なる実験は異なる結果を与える。

2つの区別できる別々の実験の共通要素を取り出すことは、力をそしてそれらの実験の

益基を取り出すことであり、そしてまた、それらが等しいとすること一一それらの「同

等性」を見い出すことーーである。このような板挟み(ジレンマ)は、空間の幾可学的

表現の湾曲の中でしか解決することができない。最後の分析で、物理法則の不変性は概

念としての誤差という自転する球の実験によって引き出された実在の性質に置き変えら

れた。そして今、物理法則の不変性をすべての実験の根底にある概念として位置付ける。

1 974年3月17日

(署名:Bruce E.Depalma) 

ブルース E デパルマ

-16-
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4. 単一方向カの努法

ブルース E. デパルマ 1 974年4月22日

室組:強制的に歳差運動させられるジャイロスコープで慣性質量と重力質量の比率が可

変的であることの理論的予言と実験的解明は、借件工単という新しい分野の幕を開ける。

慣性質量の制御可能性は、力学的運動のみによる推力の発生を可能とする。本論文では、

線形フォースマシンという新装置について述べられる。この装置は、単一方向カを発生

するために、回転、磁気、そして慣性の間の、従来知られていなかった固体物理的な相

互作用を用いている。制御された指向性のある質量場流の応用として、制御された熱核

発電反応の封じ込めについて議論される。

庄:単一方向力の力学的な生成は、可変的債性という物質の性質の結果として示される。

線形フォースマシン:一連の実験(文末(1 )の参考文献を参照)が実在の物体の慣性

質量と重力質量の比率の可変性を明らかにした。実在の物体でのもはや疑いようのない

慣性可変性への鍵は、従来認められていなかった回転の性質の中にあった。慣性制御の

可能性は、純粋に力学的な相互作用による単一方向力の実用的な生成を実現する。

物体の慣性を制御する方法は数多くある。しかし、そのすべては、回転と慣性の問の基

本的相互作用によるものである。最も単純なこの現象の現れは、球状物体の回転に見ら

れる。その球状物体の慣性質量は回転スピードに依存し、回転速度の平方に比例して変

化する。慣性質量の重力質量との比率は、振り子実験によって明らかになるだろう。こ

の比率はOD値(Nod)として定義される。この量は試験物体の回転角速度、その構成と機

構そして、その回転物体に慣性質量の試験のために加えられる直線的な加速度の大きさ

に依存することが明らかになっている。すべての事柄を考慮され、次のように表わされ

る。

Nod = 慣性質量/重量質量

単純な球状の金属物体である自転するボールベアリングにとって、このod値は回転ス

ピードがその物体が破裂する点一一1インチの鉄のポールベアリングで50，00臼pm一ー

まで増加して行き、 5程度の値に近づいて行くだろう。実用的な慣性制御のためにはよ

り大きな慣性の変化が必要であり、試験物体を l周期として50，000rpmへ加速しその後

-17-
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再ぴOへと戻す現在の回転加速度以外の方法で、それは達成され制御されなければなら

ない。

もっとずっと強力な相互作用は、強制的に自転するジャイロスコープの歳差運動によっ

て生じる。強制的に自転するジャイロスコープの慣性質量/重力質量の比率は、歳差運

動の速度と回転スピードに依存し、その値は容易に数100に達する。 No<Uま少なくとも

歳差速度の平方の関数である。

これは、つぎのように表せる。

Nod (歳差運動)=Kω202 + 11) ここで、 ω=ジャイロの角速度
Kは幾可学的、物理的定数。そして0=ジャイロの歳差運動の角速度

単一方向カのデモンストレーションに適した機構は、フォースマシンを基本にした力学

的装置である。フォースマシン(図(1 )を参照)は、力学的には同ーの2つのジャイ

ロスコープの組み合せで、回転は同一平面上、回転軸は平行であり、等しい角速度で逆

向きである。この装置は我々に、ジャイロスコープのトルクからの影響を受けることな

しに回転の性質を研究することを可能にしてくれる。

慣性は等方的であるので、その上歳差運動で引き起された慣性の変化は直線的な慣性変

化に反映される。操作の順序をここで示そう。駆動されている(つまり、ジャイロが回

転している)フォースマシンを考えなきい。この機関は現在、低慣性(歳差運動なし)で提

示されている。しかしながら、次に、この機関のジャイロはある角速度。で歳差運動さ

せられる。歳差運動という状態は、回転するジャイロスコープの慣性に数100倍という

因子を乗ずる効果を持つ。これは、直線的な力として現われ、実験者がその機関を元の

(或いは元に近い)位置に戻そうとしても、それに強い抵抗力を与える。

線形的及ねじれ振動の組み合せ(後者は前者の 1/2の角周波数)は、駆動されたフォ

ースマシンの線形振動の方向に単一方向の反作用を生み出す。

線形速度とねじれ振動の関係及び正味の運動量流の方向を示すフェーズダイヤグラム

(位相図)を、図(2)に示す。高速回転機構(rapidcyclic manner)によってこの効果を生み出す

1)訳者注=ωとQの聞には一定の関係が在るはず。

杉山さん指摘

-18-
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力学的な組み合わせ装置を図 (3)に示す。 1)結果として生じる運動量流は、 Nod(歳差

、 運動的)を表す f(t)とv(t) (直線運動)の積であり、単一方向性反作用力を表す。

図3の機関は我々の研究所で組み立てられ、期待されたとうりの脈動的なの単一方向反

作用力を産み出した。この装置は、線形フォースマシン(LinearForce Machine)と呼ばれ

る。

慣件.力学(lnertialMechanics) :慣性力学という分野は慣性が変化する力学的実験の一分野

を示す。力学的フォースマシンが単一方向力の発生という点で可変的慣性という概念の

有用性をデモンストレートしたにもかかわらず、最高の理想的な形態のフォースマシン

との関係で見るとまだまだ改善されるべき項目がいくつも存在している。これは、初期

の回転する力学式ラジオ周波数発生器と近代的な高出力真空管又はトランジンタラジオ

周波数発振器との関係と同様であろう。第1に、力或いは運動量のインパルス(衝動)

の放出が脈動的に生じることである。力或いは運動量の放出が安定してくれば非常に望

ましい。第2に、フォースマシンの駆動のために維持されなければならない必要条件と

して、強制的に歳差運動するジャイロスコープの安定した高速回転が要求される。電気

モータや力学的歯車装置による回転力の供給の必要性と同様に、断続的往復運動的な歳

差運動トルクの反作用力下では頑丈なベアリングによるジャイロスコープの支持が必要

となる。これらは従来の方法の問題点である。これらは、利用可能なベアリング技術に

よって容易に解決できるが、より望ましい回転・慣性相互作用の研究が必要なことには

変わりない。

1)訳者注=図2と図3について次のように考えればよいであろう。

"品

図2のA)とB)を掛けてさらに乗数を掛けて時間微分したものを時間積分し

たのがC)である。基本的には、 A)とB)を掛けてC)になると考えればよい。

A)を見るとフォースマシンは左右に単振動している。 B)を見るとA)でvが

正のときだけNOd値が正になっている。これは次のように解釈できる。図

3のラチェット機構により、フォースマシンが左に動くときだけ強制的に

フォースマシンが回転させられる。つまり、左に動くときだけ強制的に歳

差運動させられる。そしてこのときだけ、 Nodが lより大きくなる。つま

り、慣性質量が大きくなる。ラチェット機構はフォースマシンが右に戻る

ときはフリーになり回転力は及ぼさない。このとき、フォースマシンが慣

性で回り続けると考えられるが、これは慣性質量の増加にはつながらない

らしい(この原因は分からないが。)。

以上により、フォースマシンが左向き運動しているときだけ慣性質量が増

加し、従って、左向きに推力が生じる、と言う訳である0

・19-
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以上記述した線形フォースマシンについて、フォースマシンにさらに付け加えるような

動作形式はf3次元的」なものである。駆動歳差が直線的振動を伴う動作形式はIステレ

プテーション(streptation)Jと言え、これはねじる(twisting〕というギリシア語から由来する。

力学的結合や往護運動なしにステレプテーションな(strepωid)動作をする形態が望まれる。

このような機関は脈動的でない単一方向力の発生を実現するだろう。

慣性による駆動(InertialDrive) :理想的な慣性による駆動は、結果として生ずる安定で一

定の強きの反作用力を伴う望む方向への運動量流を生じる。この結果を得るための手法

は、現在まで認められていない磁気的相互作用による。図(4)に示すように、中硬質の磁

性体(mediumhard magnetic material) 1)のロッドが永久磁石のギャップの中につるされてい

る。磁心(magnetic∞re)の長さの直径に対する比率は磁気ギャップの大きさを決定する。
この機関の前から後に向かつて、磁気ギャップは180

0

ねじれている。磁心は、その機

関によって発生した推進力にはどんな少しでも抵抗するように2}設計されたペアリング

によって支持されている。

永久磁石のギ、ヤツプの中で磁気誘導つまり磁化が維持されるため、この機関の動作のす

べての条件下で磁心が磁化され飽和する。このような外部磁場条件のもと、その磁心材

料中の磁気双極子の整列が維持されるため、ギャップ内の磁心の回転によって創り出さ

れ内部に生成されたトルクベクトルの放射はなく駆動軸内に表れる。これは、ありふれ

た飽和条件下でのヒステリシストルクの消失であり、回転するジャイロスコープの制約

1) 訳者注=中硬質の磁'性イ本(mediumhard magnetic material)は、少し炭素を含み従って回

転に対し磁気双極子の追従が少し遅れる可能性あり。

杉山さん指摘

2}訳者注=軸方向の力も支える様なベアリングを用いているものと思われる。
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条件を表している。 1)

飽和を生じさせるに十分な磁場中での磁性体の動きは、回転する実際の力学的物体で見

られたのと同様の慣性の性質を生じさせる。単一方向力を引き出すためのねじれた

(SEepbid)3次元的動きを得るためには何が必要なのか。これは、ねじれた磁気ギャップ

、によって順に磁心材料中の磁気双極子がねじられそして変換されるて、簡単に実現され

ーる。ねじれと単一方向への変換の組み合せは、磁心を回転するによって容易に実現され

る。

回転するジャイロスコープの歳差運動トルクのような形態では、磁心材料の硬さがその

相互作用の強さを決定する。この機関の能力の上限は、磁気双極子相互作用を越える強

制力を維持するための強力な外部磁場を作り出せずに回転磁心が磁化されなくなるとこ

ろである。

図(4 )の機関は、 l空間jそのものに対し推進力を発生する能力を持つ基本駆動ユニッ

トになり、単一方向の動きを発生する初期の手法、すなわち路上走行のための歯車、車

輪、伝達装置や航空飛行のためのプロペラやジェットなとeに取って代る。

管費場効果(TheMass Fiedd Effect) :回転物体の慣性を強める能力は、慣性の流れを制

御する可能性を作り出す。質量場又はOD場は、空間の慣性的性質の中にエネルギーを

蓄積する可能性を表わしている。我々の以前の実験の結果、これが場として存在するこ

とが示されている。今や、その慣性、質量場の単一方向流の可能性は、線形フォースマ

シンの動作と共に存在する。そして、方向性質量場流は有用な力学的応用を持ち得るの

である。

水素核融合反応:水素からヘリウムへの核融合は核プラズマの性質に関連した多くの謎

1)訳者注=図4の説明は十分には分からない。この2つの文がポイントと忠われるが、

トルクベクトルの放射(projection)と何か良く分からない。また、 2つ自の

文ででありふれた飽和条件化でのヒステリシストルクの消失である、と言っ

ているが、これも分からない。調査要である。

もし、注釈3)で杉山さんの言うとおり、 「磁気双極子の追従が少し遅れるJ
というのがポイントなら、それによって磁場と磁気双極子の間で軸方向の

相互作用はありそうであるが、これの次の次のパラグラフでの上限の議論

と合わないし、杉山さん自身が言うように磁石の方に反作用がありそうに

思う。

-21-



93.12 Jf5 

めいた用語に覆われているが、これは星の内部などで見られるような条件下でしか生じ

得ない燃えること又は燃焼のもう lつの形態以上のものではない。そういった条件をこ

の地球上で創り出すことは、その反応のための適切な温度、及びそのための様々な条件

を持続する「ぴん」のような空間領域を創り出すことを伴う。温度は10
9
，度Kであり、

必要な条件を維持することには力場によるしかない。

荷電プラズマとの電磁相互作用によって、その反応を得ょうという従来の試みは、封じ

込めるための十分な力を生成することができず、失敗している。現在でも、まだ実験的

な段階にあり、その反応領域の範囲にそれらのフォースベクトルが集中するように幾可

学的に配置した適当な数の線形フォースマシンの質量場流によって封じ込め領域を維持

することを考慮することは示唆に富むことである。

質量場流:OD場又は質量場が創り出されたとき、その第 lの効果は活性化された領域

に浸された対象物体の慣性を強めることである。運動量は質量場を通して放出されるこ

とも可能であり、そして、これは「質量場流Jの謎を招いた原因である。

一般に我々は流れを物質の移動と関連付けて考える。線形フォースマシンの質量場に関

連した運動量の流れはその場に浸されている質量粒子に作用し直線的な力を生み出す慣

性の方向性ある流れである。結果として生じる流れは、試験質量粒子の動きによって表

される。従って、質量場それ自身が流れなくても、その中に浸されている試験粒子が液

体や気体のような流動的な流れを引き起す力の作用を受ける、'ということである。

このアナロジーに基づいて、封じ込め領域がどのようにして幾可学的に対称で放射状に

内側へ集中した質量場流によって創り出されるかを見ることができる。

多くの点に於て、線形フォースマシンの磁心は、その指向性が回転部の長さと直径の比

率の関数であるアンテナに似ている。もし、これが正しいなら、それらのピームの焦点

集中の度合いや適切な方向への整列させられた引力や推進力を考慮することは意味があ

るであろう。これらの装置の潜在的可能性は、制御きれた核融合反応の実現可能性とい

う観点からあらゆる点で詳細に探究される必要がある。制御された方向性のある質量場

流の他の可能性は、読者の想像力の中に残されている。

盤盆:力学的原動機としての線形フォースマシンは、推進力発生のための装置として歯

車式の列車やプロペラ、ジェットなどに置き代わる。 lつの可動部分と入力シャフトの

回転方向によって決まる推進力の極性によって、この機関は、我々の市民生活の基本的

-22-
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道具となる。知的教養の程度という意味でこの機関は我々の社会の科学的研究のレベル

を表わす。社会の利益のために用いられ、この装置の基礎ともなるこのカは、人々の自

由になる今だかつてないカと電力のための道具となろう。制御された核融合反応を可能

にするこの機関の使用は、この惑星上の市民社会の新たな夜明けを画するものであり、

また人類にとって星間宇宙と、ついには星々への入り口をもたらすものであろう。

( 1 )フォースマシンの実験の参考文献

1 974年 4月22日

署名

Bruce E. Depalma 

a) 必ltigravity(反重力) 1 9，7 3年1月9日

b) The Force Machine Experiment 

(フォースマシンの実験) 1 973年1月9日

c) The∞Effect一一AN ew Physical Phenomena 
(OD効果一新物理現象) 1 9 7 3年6月9日

d)、The∞Effect-一一RadioFrequency Shift Expt. 
(OD効果ーラジオ周波数偏位の実験) 1 9 7 3年6月 17日

e) 百eE的ctof Gravity on Ratating objec岱

(回転物体の重力効果) 1 974年3月18日

John S. Wolf.氏(741-741Torrington Place，Dayton，Ohio 45406)に、歳差運動するジャイロス

コープの慣性質量と重力質量の関係に関する理論を独立に構築したことで、感謝の意を

表す。また、[質量場(massfield effect)JとIステレプテーション(s甘eptation)Jは同氏による

ことをここで表明する。 Wolf氏は、この'慣性機関という新分野のパイオニア研究者の1

人である。

上記の出版物の再版は、著者(SimularityInstitute，Kellers Church Road， 

Bedminster，Pemnsylvania 18910)に手紙をくれることで許可されるであろう。

以上
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5. 実存の理論、実存の豊子

ブルース・デパルマ 1 974年8月16日

庄:実在の基本量子は総ての性質を持っている。これは、ユニットという構成単位から

なる我々のシステムを支えるために必要な構造である。なぜなら、何かを構成するユニッ

トは実在の多様性がそこで表現される基本構築要素であるのだから。

実存はユニットの構成物である:実在のユニット的な構成は、自然が原子から出来てい

ると認識していた古代ギリシア、ローマ人たちによって言及されていた。これは数学的

には可分性の観念として表現される。数学的な可分性と実在の分割の差は、例えば我々

が金の延べ棒のような実在の実体を分割し続けたとき、最後に原子という限界にまで到

達するということである。もし我々が原子をきらに分割しようとするなら、その物質の

アイデンティティが壊されることになる。古代ギリシア人は自然の観察に基づいてこの

認識論的基盤の上の観念を導いた。砂漠の砂の粒子や種の不可分性など、これらは総て

種のような一個性をもっユニットのような量の多様性のなかで作用する自然の力を示し

ている。そして、これは乗ずるか分割するかして、それらを抹殺することなしには分割

されえない lつのユニットのような対象として常に自らに回帰する。

とのアイデアの近代的な表現は、不確定件原理に基づく「物質の量子論」として知られ

ている。

不確定件原理::不確定性原理によれば、貴方が十分高い倍率である量を観測しようとす

るとき貴方は観測行為(観測者の目と彼が使うであろう光)と観測される量の問の相互

作用に基づく暖味さを見ることになる。我々が原子理論と不確定性原理を組み合わせる

とき、我々は根源的な実在の量子論を構成する概念へと到達する。これに続くのは、基

本的な概念の性質の検証である。

実在の景子:量子が観測されるとき、観測装置との相互作用は観測される量子を破壊し

たり「殺しJたりするほど強力であるはずがない。例えば、植物の種か人間の精液を我々

が検査しようとするなら、光線と物体の相互作用は、それを破壊しないでかつ検査する

ためにその対象物のクリアな写真(picture)を我々にもたらすに十分なものである。他方、

検証される物質と光を巻き込んだ実際の相互作用が生じる。これは、ある装置即ち目を

/通して我々の心に像を形作るために十分なものである。
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我々が電子顕微鏡で lつの原子を観測するときょ我々は標本と相互作用する粒子(電子)

を用いて、その標本を破壊することなく(影)像を得るよう観測する。興味深いことは、

(総ての点で)自然のユニットで構成された秩序を観測可能であるということである。

従って、次のように主張することが可能である。つまり、自然は我々が「原子」と呼ん

でいる物で表されており、これら原子はそれらの観測過程によって破壊されないという

特徴を持っている、と(直接)観測することが出来る。

実在の量子の決定作用(determiner)としての測定:もし我々が測定過程について考えるな

ら、我々は測定或いは測定することとは非常に特殊な観察をおとなうために科学から発

展していく過程であることを見るであろう。観測は、さらにパスタブいっぱいの水の温

度といったとても多くの「状態の段階」を表す数値の形で定量化される。つまり、もし

我々がそのものの最小構成ユニットの量まで観測できるなら、そのものを測定できる、

と言うのである。例えば、我々が金の地金かレンガを持っており、それはこれこれの単

位でしかじかの重さである、と言うことが出来る。しかし、科学の域に来ると我々は金

のレンガがその中に含む犀王の数を特定できるまで我々の正確さが増して来て、もし金

のlつの原子よりも細かな測定を試みても何も得られないということから我々は金につ

いての畳のより細かな測定を知らないと言えるのに気が付く。整量のアイデイアは実在

の単位の数量化のアイデイアに対応しているのである。その上、測定を行う上で、得ら

れる最も小さな量は測定過程で破壊されない量である、と簡単に言うことが出来る。こ

の文脈で、測定とはそのアイデンティティを決定するだけでなく観測によってその物質

の原子数を決定するということであると言える。そして、最終的に、自然の特定性や多

様性は、各々それを識別しかっ同時に定量化する個々の測定に対応している、と言える。

もし、実在の量子があるなら、アイデンティティと多様性という側面は、測定というア

イデイアに含まれると言える。ここで、我々が知っている総ては測定というアイデイア

に含まれ得るということから、測定は実在の量子の決定作用(出ed閃 rminer)であり、我々

が実在として知っている総ては一連の測定の外で構築されていると言うことが出来る。

数単の件管:対象物のそのアイデンティティに沿った測定のさらに進んだ特性は、数値

性(denumerability)或いは「どのくらいの量か」或いは「どのくらいの数」といった概念

を含む。暗黙的な数え上げの方法としての数の概念は、物質の原子論的のアイデアを含

む。しかし、原子論は単に 1つの「原子Jより小さな量は存在しない、というものでは

ない。もし我々が数学を実在に対する特別なものとして見なすならば、一一或いは別な

言い方をするなら数学という言葉が観念を表すために使われているという言い方も出来

るが一一、しかしながら、この言葉は記述のために用いられる対象物の概念化或いはそ
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の言語での表現が無いのでは有効でも実行可能でもない。我々が知っているように数学

では、例えば、特異点(singularity)の存在或いはカントの高次Alephの非数値的量

(non-denumerabe quantities)などように物理的宇宙に対応物を持たない論理的パラドクス

を我々に提供することがある。我々は次のように言うことが出来る。数学は非常に強力

な道具であり、物事が物理的に発見される前にそれらとその方向を我々に示していた。

或いは、数学的なパラドクスは、不完全に創られた理論を誤って適用したシステムの一

貫性の無さであった。

1人の物理学者として、私は我々の数学者の友人たちに制約を付けようとしていると解

釈されたくはない。例えば、 (カントやリーマンの)人工的な数学的或いは幾可学的宇

宙の構成において、とても楽しく息抜きになるような価値を見いだすことが出来る。し

かし、これらのアイデアが拡張されれば、それらは常に内的矛盾による破綻を露呈する

ことになるであろう。慣性質量と重力質量の等価性原理を無視した著者の仕事1及びア

インシュタインとポアンカレの初期の仕事2は共に、どんな幾可学的或いは数学的なシ

ステムが実在の記述に関して提出されることに関しでも激しい疑念を発していた。

棺への最後の釘は、ゲオルグ カント(GeorgCantor)の移転無限付加sfi凶tes)の業績はオイ

ラー但uleののトポロジ一的な不動点定理(fixedpoint出eorm)と共に誤っていることを示し

たウルフ(Wolfe/によってもたらされた。勿論、これらのアイデア上の構築物もまた無

効にされた。

実存の定義そのもの:最後の分析で唯一生き残っている実在のシステムは、実在そのも

のである。この文脈で、数学はこの実在のリアノレな(測定可能な)性質の数値性の象徴

になる。数学は、そこで測定結果が表現されるその実在の暗黙の一側面である。数学的

言語が実在を記述するのに用いられるとき、しかし、総てのパラドクスが生起する。言

語がそれが部分である何かを記述するときパラドクスが生じるのである。記述は不完全

である。これは、蜘妹がその巣をそうするように、スピンの数学理論をどこかにそれ自

身で実在を表現するであろうアルゴリズムや幾何学が存在すると考えて好んでいる我々

の友人を喜ばせるかも知れない。これらは絶対記述されえない生きている実在である神

の代わりとなるイメージに過ぎない。偶像崇拝として知られるシンボリックな形式の崇

拝から知識や満足を引き出す者たちに都合よく見えるかも知れない。これは常に真実で

あった。最後の分析で実在は自らを定義し、我々が宇宙をそうあらしめる測定と同定

(identification)の集合は継続的な変化の状態にある、と言う。そして、実在それ自身は変

化している。我々がかつては重要だと思っていた(相対論とアインシュタインという)

アイデイアと価値は、今新しい宇宙によって置き換えられ、古いものから変容しつつあ
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るしと言えるだろう。この陳腐な決まり文句は、これさえなければ完墜であるエッセイ

の中の悪い覚書である。我々はただ、科学の時代は終わり人類の社会的な開発の時代に

置き代わった、と言えるだけである。これの意味するところは、人類は環境を制御する

ことよりもそれらと共に歩むことに関心を持ち始めているということである。この究極

の知識によって、人間の社会的動物への進化というような我々の満足すべきことが実現

され得るであろう。

参考文献:(1) "The Force Machine ExperimentsヘSimularityInstitute 1974， B. E. 

DePalma， E. C. Delvers 

(2) "Albert Einstein ・Philosopher，Scientist" ， PP. 676・681，ed.P. A. 

Schilpp，Open Court 1970. 

(3) Unpublished correspondence John S. Wolfe ・B.E. DePalma， 1974 

(署名)

ブルース E. デパルマ
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6. 新物輝学と数学の薬本的発見及び¥

それらと UFO空飛ぶ円幣の観測と接近遭揮との関係

ブルース E.デパルマ 1 974年11月4日

度:最近の4年間、筆者は物理的実在に関する新しい概念の理論的実験的開発に従事し

て来た。この新しい概念の本質は、実在の物理的物体の国室長により生じる慣性の可変'陛

に存在する。これらの実験は本報告の本文中にまとめられている。実用的な反重力機関

が実現されている可能性という観点から、 UFO空飛ぶ円盤の接近遭遇や目撃に伴って

観測されている現象ととの我々の反重力機関であるフォースマシンの物理的特性を互い

に関係づけることを試みた。我々のフォースマシンの特性と反重力機関一一UFOの推

進原理一ーの間に正の相互関係が成立する。有効なデータの徹底的な検証は、私に、 U

FO現象は実在し、それは寄牛的地球圏外人種のとの惑星への真実の侵入を意味してい

る、と結論させた。本論文は、警告とこれら侵入者の撃退と絶滅のための行動への合図

となることを目的としている。

新たな物理的情報

…重要なことは、私の実験が私をやっとカーボンフィラメントの電灯の段階へと導

いたの に、我々の敵は近代的な電子発光パネルの固体素子の類を用いていること

にある。

我々は、すべて 1590年のガリレオの偉大な実験をよく知っている。このときガリレ

オはピサの斜塔の頂上から重さの異なるいくつかの物体を同時に落下させ、重さの事な

る物体が同じ加速度で落ちることを示した。この実験は後の探究者によって lつの原理

として定式化された。アインシュタインの等価原理は重力加速度がすべての物体に対し

て等しいという考えの今日的な表現である。そして、このため、重力を空間の幾可学的

解釈上の性質として表現することが可能である。これは、現在の「標準的な解釈Jであ
る。もちろん、重力加速度が変化しうる状況が見付かったならば、オリジナルなガリレ

オの実験を基礎にしている解釈と理論は無効にされるであろう。その上、物体の落下速

度の制御は、開発可能であろう実用的な反重力機関の建造へと至る第一歩なのである。

実験での基本的発見は、重力のの影響下での回転物体のふるまいは非回転物体のふるま

いとは異なるという発見である。これらの基本的発見を次に示す。
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1 )重力場で落下する回転物体は、真空中の非回転物体の加速度として通常与えら

れる"G"より大きな加速度で加速される。

2)回転する重りを持つ振り子の周期は、非回転的な重りを持つ振り子の周期より

長く非正弦的に振れる。

3 )歳差運動するジャイロスコープは、その重力質量より大きな変則的な慣性質量

を持つ。

4 )変則的な場の現象が発見された。その中に浸された物体に慣性質量を付与する

立立場である。この場は、回転するジャイロスコープの強制された歳差運動1)によっ

て生成される。

これらの単純な実験は、どんな実験家も単純な装置で追試することができ、これが物理

的実在の新しい解釈の基礎となるのである。そのためにはガリレオの実験以来の最も基

本的な物理的な発見と同様、この新しい基本的提案にこれらの現象を記述するための数

学を追加しなければならない。この提案は次のように主張する。物理的測定を代表する

数量値は無限に細分化されており、存在しない。たとえば、今日の数学者は、回転する

ディスクの中心部は回転していないと主張する。これは真実ではない。このスペクトル

の反対の端では、このパラドクスはオイラーのトポロジカルな固定点理論とゲオルグ・

カントールの thea1eph null and a1eph one transfinite denumerable non-denumerable paradox
2
) に

よって表わされる。

非回転物体という特別な場合に限られるというニュートンの運動法則の限界が(そして、

別の限界は、加速度の変化の速さにあるのだが)、これらのパラドクスの解決と我々の

持つ運動という概念の一般化をその入口の前で立ち止まらせる。非回転物体よりも回転

する球の方が速い落下速度を持つことを示す回転球の実験は、我々の種族の最高の心を

も曇らせる「観念的な便秘」とも言うべきゴリアテを打ち破るダピデの石である。これ

らのアイディアについてさらに説明するのは本論文の目的にそぐわない。興味を持つ研

究者によって個々に行なわれるこれらアイデイアの検証によって自発的な関心が呼び起

1)訳者注=1強制された歳差運動」とは、原文では"theconstrained forαd precession"で
ある。これはDePalmaの論文で、はよく出てくる表現で、例えば 14.単一方向力の発
生Jの図 1の装置のように、同一方向軸で反対方向に回転する 2つのジャイロがこ
の2本の軸と同一平面で直角の軸で回転させられる運動を表している。
2)訳者注=未訳。調査要。
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こされるべきである。差し当りここでは、これらの一次的な結果にぴったり合う多くの

理論的実験的内容が今存在している、と言うことで十分である。

慣性質量の可変性そして回転物体の重力場との相互作用を明らかにし応用することで、

いくつもの種類の反重力機を建造できる。ここでは詳細な構造に踏み込まずに、この機

関を 2つの形態に分類しよう。 1番目の種類には、その機関そのものと付帯するものの

質量の重力を中和するに十分な強さのod場の生成が含まれる。機関の2番目の形態一

一様形フォースマシン(出elinear force machine)ーーは、回転エネルギ一入力を単一方向力

出力へ可変慣性質量の原理により直接変換するものである。これらの機械類の詳細は、

この筆者から入手可能である。 1)

宇宙船を推進させるのに十分な強さのカ場 (OD場)の生成は、慣性質量の増加や電気

的過程の減衰などで特徴付けられる、電磁場との局所的相互作用を結果する。すなわち、

たとえばガソリンエンジンでスパークの発火電圧を発生されるのに必要な磁場が減衰し、

発火のためには不十分な電圧が生成されずにエンジンが止まってしまうまでスローダウ

ンする。電気回路の共振がより低い周波数へ変化し、同じ回路中に存在する別の信号の

周波数でクロス変調(crossmodulation)される。光学的信号の変則的な赤方偏位を引き起

こす同様のメカニズムがクェーサ一星現象で観測される。星的な現象に存在するこのよ

うなメカニズムはUFOのふるまいにも見られ、これは、 OD場の生成は固体物理的相

互作用(solidsta記 interaction)によって可能であることを強く示唆している。回転、磁場、

そして慣性の聞の相互作用を基礎とし、これらの線にそって提案は構築された。慣性が

もはや一定と考えられないならば、ある物理的過程の結果として慣性の可変性を見るこ

とが可能であり、そしてこれが数多くの重要な物理的問題を解くために適用されうる、

ということが強調されなければならない。

その中に浸された物体に慣性を付与するという場の効果は、数多くの状況に適用するこ

とができる。さらに、それらは力学的だけでなく、化学的な反応もそのような場に影響

される。"通常(normal)"の条件下では生じない反応に触媒作用を及ぼし促進される。他

のいくつかの反応は抑止される。このような場は人間の神経システムの動作に関して強

い効果がある。ある行為の防止に用いられうるかもしれない。

1) 訳者注="from this source"を「筆者からJと訳した。本論文の少し先の「将来計画」
にその旨記されている。DePalmaに連絡すれば位の意味であろう。どちらにしても、

本論文集中の他の論文 (4、7、8、9など)にはフォースマシン等の詳細が述べ

られている。
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U FO現象の分析:観測されているUFOは、-明らかに、その推進原理や、人類に対す

る命令的な禁止抑制行為、内然機関の装置類、そしてラジオ装置などに関連して、 OD

場をエネルギ一生成や推進や通信の基礎として用いている地球圏外の一回がいることを

強く示唆している。地球上の住民の目をくらませ混乱させるための強烈なストロポスコ

ープのような周期的な閃光と、指向性あるOD場の利用は、"部外者(outsider)"のこの

惑星への標準的な操作手順のように思われる。私は私自身のために 1人の物理学者とし

て次のことを指摘しておきたい。私は、自分で私自身の研究所の中で推進場を生成でき、

かっ、その特性のいくつかを測定・評価するまでは、十分にイ言憲性のあるあまたの目撃

や遭遇情報を重要視できなかった。この点で、十分なデータに基づいた情報を地球の住

民を混乱させ困惑させるために創り出された隠蔽されたごまかしのものと分けることが

可能になって来た。さらに、次のように付け加えられるだろう。彼らの努力は彼らがこ

こにいるかどうかも決定できないでいる我々の無能さに測り知れないほど助けられてい

る。この無能さは、信じ込んでいる「専門家jよりは少数の「教養あるJ関心ある人々

によって集められた圧倒的に多くの証拠を前にして、さらに「証明Jを継続的に要求す
るこれらの人々のエゴによって養われている。このような「専門家Jのリストを本報告

に添付した。彼らは、寄生物たちの世界規模的な活動と我々の惑星をそれから解放する

ことの必要性を正確に見抜く人々から、避けられ無視されるべきである。

知られているUFO情報と私の研究での実験を基礎に、私は次のような仮説に導かれた。

:宇宙は、この惑星(地球)の住民でない他の何者かによって植民されてはいないと考

えることは地球中心説の新しい形態である、と私には思える。正反対に私は、宇宙は、

多分、緩い同盟に属す多くの人種のメンバーによって住まわれていると信じる。我々は、

宇宙旅行は不可能であると信じるアインシュタインの時空の多様性に縛られた研究者た

ちにに惑わされるべきではない。私の仕事は、現在の時間と空間の概念は、アインシュ

タイン理論の論破の光の中で訂正されるべきことを示すことにある。もし、我々が住ま

われるべき空間としての宇宙を思い浮かべることができるなら、我々は宇宙旅行を達成

して優しい目差しで調査を行う人種を思い浮かべるとともできょう。そして若さと生命

力を持っこの若い人種の活動は彼らをして慣性の可変性の発見と空間そのものを押す推

進手段の完成に至らせるであろう。もし、私が外部から観察しているとしたら、私には、

新たな機械類を設計したり組み立てたりすることのできるより適切で一般的な態度を構

築するためには、 「光の速度」とか慣性の不変性などの考え方の限界を放棄する必要が

あるように見える、というだろう。私はまた発達の可能性のあるこの段階でこの人種の

発展を妨げることは、既に宇宙にいる人種と同様にこれらの人々が宇宙に入るための入

口へと導く、或いは、同等に発達するための足がかりを与えるこれらの人々の自然な精
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神の生長過程にダメージを与えるように見える、というだろう。発展する前の惑星を搾

取者や略奪者による損害から守る警察力はすでに存在し、特に知的な人種がそれに含ま

れているかも知れない。私は、合衆国が宇宙に入ったときは、自ら合衆国が弱者の保護

者となり民主的な政府システムの基本的影響力を行使することを確信する。少なくとも、

もし利他的な動機があまり含まれていないなら、コンタクトは内々の秘密の仕方で行わ

れないことは明らかである。

証拠は、この地球が寄生物的部外者の小さな一団によって侵略されていることを示唆し

ている。この小さな一団は、多分、宇宙環境では合成できない天然物質を手に入れるた

めに、未開発や原始の世界から略奪する完全に宇宙船で生活する者たちである。故郷の

惑星を持つどんな人種も他の世界を秘密裏に操作しようとはしない、と思えるのである。

現在、これらの部外者たちは、我々よりも優れた技術的知識を有しているにもかかわら

ず、彼らは数が少なくとの世界で優位を占めるには至っていない。もし、この惑星のす

べての科学技術的資源すべてを彼らに対抗して動員するような lつの試みが実施される

なら、そのような行動はより発達した星間コミュニティのメンバーらによって確実に察

知されるだろう。これは、彼らの関心の対象物が何であれ、寄生物の関心を我々の世界

から排除するのにのに役立つ。物理資源或いは品物の採掘や移動は、直ちに気が付かれ

るであろう。その消失が気がイすかれない 1つの物は、人間である。この事実はパミュー

ダ・トライアングルでの消失にうまく合致する。そして、この部外者たちが完全にコン

トロールし容易にそれらの人々を「検査し」そして後に解放したのである。多分、ある

いくつかの必要な性質が、捕まえられそして後に解放された人々には欠けていたのであ

ろう。宇宙環境に住む寄生的人種は、外宇宙からの強い放射に継続的にさらされている。

最も恐ろしい仮説は、ヒューマノイド種は我々に高放射線環境での生存に必要なある血

液の成分を請うている、とするものである。再生産もまた影響されてしまうのである。

この寄生物種に関することは、すべて推測推測の域を出ない。事実は、解放された人々

は彼らの経験についての深い睡眠療法によってよみがえる記憶を持つことができる、と

いうことである。確かに人類の医学の技術の範囲内でその手続きのある事柄に関した記

憶を持たせ主主ことは可能である。記録されているUFOと人類の遭遇事件ではこの記

憶のぬぐい去りが不完全であると言うことは、事件を引き起こした寄生物の一団が我々

宿主に対し優位にあり、軽蔑していることの証拠となる。公然とした全体規模の侵略で

ないという事実が私には、部外者たちの我々の惑星上での行動の唯一の弱点と言える。

地球は我々の故郷の惑星であり、大規模な略奪は他の知的勢力によって観測されるであ

ろう。この事実が、侵入者たちの一回の科学技術がいかに進んでいようとも、人類を基
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本的優位に置いている。 UFOに乗る部外者に対する我々の惑星を防衛するためのこの

位置を強固に確立するのは、我々の次の能力に依存している。 1)UFOの通信の傍受、
2) UFOヴィークル(乗り物)に対抗する効果的な兵器類の建造、 3)可変慣性によ
り飛行する乗り物、彼らの機械類を現実的に捕らえる能力を持つフォースマシンの建造。

OD場によって推進力を得る乗り物はOD場に浸されることが慣性の結合性を与えて乗

り物とその内容物は全体として推進される。これがないと、 OD場による乗り物は乗り

組み員への破壊的な加速能力を持つ。このような機関の乗り組み員は、ジェット機やロ

ケット推進のようにその構造だけが加速される機関にある加速感は経験しない。なお、

その上電気的機械類は激しいOD場の環境では適切に機能しない。このため、このよう

な科学技術の我々の基本的マスターは我々にさらに多くの実験を実施するまで容易に理

解できない程役に立つであろう。

寄生物人種は、この法則よりさらに2歩先を行っており、研究や化学上の開発に関心が

あったとしても、もはや主要な関心事ではない。我々はこれら侵入者たちは、ただ 1つ

の目的のためにここにいると考えてよいだろう。それは、 f皮ら自身が作り出すことので

きない天然の産出物についてのやむにやまれぬ要求を満たすためである。彼らの略奪を

支配している、秘密裏で軽蔑的とさえ見える(生物)程への敬意の念の欠除は、不死を

表している。そして、この不死のためには唯一生きるための健康な十分な量の基質が必

要なのである。さらに、踏み込んだ分析も可能である。しかし、この重大時期に、これ

以上詳細に行動を推理することは既に存在するデータにより得られている理解や合理的

説明を減じてしまうことになろう。

将来計両:自転する球を落下させる単純な実験、及ぴ、回転、慣性、重力の間の相互作

用に関する基本的実験(の実在性)の検証などは、社会の新しい基盤を開発するための

中心点を与えるだろう。人類の宇宙への入り口は、可変的慣性の原理のマスターによっ

て開かれる。ここで述べた実験は、関心ある実験者によって基本的な装置を用いるだけ

で容易に検証できる。この研究所で行われた実験に関する記事類は、筆者に手紙をくれ

ることで利用可能である。この基本的実験を再現し、その結果を行動力のあるそれらエ

ージェンシーに伝えようとする人々には、あらゆる援助が提供されるだろう。私と私の

学生たちがこの仕事に従事していた何年かの聞に、我々は私の実験的な発見を常に拒否

し続けて来た個人と彼らの公的機関のリストを編纂した。共通の敵に対するよりよいサ

ーピスとしては、自らのそれぞれの置位の保全や彼らや彼らの支持者の評判の維持のた

めに狂信的な決定を行い新発見を認めることを拒否すること以上のものはない。

友人と敵.親愛なる友人たちへ、 「新しい現象Jを支持する証拠を集めてくれている何
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人かの人たちへ。この概念に激しく抵抗する「専門家の意見Jに何の新味もない。今こ
そ、立ち向かう時、まさにその時なのだ。是が非でも我々は混乱を避けなければならな

い。科学的な素材が「専門家Jによって提供される方法は科学系の大学にいたことのあ
る人々はよく知っていると思う。我々は教材を試験のためにはんすうしながら機械的に

まる暗記するガリ勉タイプの学生を冷笑する傾向がある。もう少し、意地悪く言うなら、

これら「ガリ勉」は通常、大学院や博士過程の後も居残り、置位を求め、結局権威ある

いすにすわるのである。その貴重な贈りものである職務の在職期間中、彼らは「証拠」

を検証するために、召集される委員会での活動に声がかかるまで、すわっている。これ

らの人々のほとんどは、彼らの生涯で l度も実験などしない。彼らがそのキャリアの基

礎を置いているその教義でうまく解釈できない事実又は情報に面と向かったときには、

我々は、よく次のような言葉を聞く。 r私には全く理解できない。 J、 「全体としては
納得できない。 j、 「レピューアの誰一人として君の論文にどんな利点があるのかわか

らない。 Jこれらの言葉は、 PhysicalReviewの編集長S.A.Goudsmit博士の言葉から引

用した。この手紙には、もっとある。

2 0世紀の最も偉大な物理学的発見であり、新しい物理学と数学へプレークスルーを象

徴し、また、我々を現在の電力やエネルギーの危機から救い出してくれるこれらのアイ

デイアの開発において、新しい科学的進歩を成し遂げるためには避けなければならない

人々が誰であるかを私は直接体験によって学ばなければならなかった。もちろん、すべ

てを通じて多くの友人たちもいた。私はここで、私の学生とこれらの研究を追求するた

め、ハーバードやMITの私の仲間を置いて来たときから私を支え続けている友人たち

もいると述べたいのだ。新しい知識への道を歩もうと望む者への私のアドバイスは、も

し、個人で(その人が)新しい情報を直ちに理解できないのなら、彼が後に熟考して貴

方が言うべきことを正しい、と考えてくれると思うのは誤りである。真実はそれを探し

求めるとき、誤りょうのない真実へとつらなる(1つの)リングを持っている。このゲ

ームの始めの頃、私は実験結果を送付した人々からの返事を待つのは誤りであるという

ことに気付いた。私と私の学生は、証拠と共にその課題を彼らに突きつけるため何人か

の「偉大な精神の持ちぬし」をオフィスにたずねた。

ここで、私は可変的な慣性の発見は何人かの研究者の仕事によって先んぜられていたこ

とを指摘したい。この仕事の中で研究者たちは何か新しいことがあることに気付いたが、

彼の仕事全体を完成させることはできなかった。なぜ、なら、彼らは、慣性の可変性とし

て結論できるこの非常に基本的な現象を徹底的十分に理解し、アインシュタインに反駁

して我々の科学的なエスタブリッシュメントの思考を現在マヒさせている教義を完全に

転覆させることができなかったからである。ここで、私は、ワシントンDCのNorman
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L. Deanについて述べたい。彼は 1956年7月13日付けの米国特許2.886.97

6となっている回転運動を単一方向運動へ変換する機関のプロトタイプをデモンストレ

ーションした。(驚異の空想、科学小説l誌(AstoundingScience Fiction magazine)のJohnW. 

Compbellがこのプロトタイプを調査し、[宇宙駆動問題Jという記事を書き、 1960年

6月のASF誌に載った。 Campbellは調査し、そのとき 1/4馬力の電気ドリルモー
タの入力で約 18ポンドの単一方向力を発生することのできた機関の働きについて記述

した。 Deanの機関は浮び上がることはできない。ぞれは、彼はそのときよく理解してい

なかったが、彼の機関は地面から離れてしまうとすぐ失われてしまう慣性負荷を必要と

していたためである。最高で彼は重さゼロを実現可能なだけであった。

多くの政府当局の関係者や科学の権威者に対する Deanの機関のデモンストレーション

は、サポートではなくあざ笑いを引き出した。専門家たちは、 Deanの機関が動作し得な

いことを「数学的に証明」できると述べた。

ニュートンの運動法則における[非線形性jの重要性(への関心)は、 ASFの1962年5月

号の「運動の第4法則」という別の記事で WilliamO.Davis博士によって、研究に火が付

けられた。 Davisは、彼が「比率(rate)J効果と呼んだものを実在の物理的物体に対する

加速度的な力を適用することで理解しようとした。彼は、いかに速く加速度が実在の物

理学的物体に適用されるかということが重要な問題である、という事実に注意を喚起し

た最初の人である。 iサージ(うねり波)J (dNdt)が大きいとき、テストされている
その物体に破壊的な力が作り出きれ、この力は単純にF=MAを適用して予想されるも
のより非常に大きく見える。彼は、彼が測定した力を説明するために基本式の二者択一

的な改定を試みた。しかし、彼の仕事は、これ以上の基本的な物質や運動の理解によっ

て、支えられることなく、さらに追い求められることもなかった。

オハイオ州 DaytonのJohnS. Wolfeはこの期間、 Deanの機関が実在の物質的量の数学的

表現に関する、付加的な非無限可分性要請を含む彼の発明した数学的システムを基礎に

説明可能かどうかを明らかにするために数学的に検討していた。彼の仕事は、 Deanの

プロタイプ機関と関係付けられ、彼はその可能性に非常に興奮し、彼と彼の息子は、彼

らの研究や、やって来たことの成果、そしてそれに含まれるものを公表するため、 19 

6 0年6月 1日の DaytonDaily Newsに大きな公告を載せた。

追加された運動の法則は、 Detroitの私の知人によって、私がそれを注目した頃、 197

4年の春、 DaytonDaily Newsで再び、話題となった。この知人は Wolfeが新しい推進機関

開発の提案を送っていた人であったo Wolfeと私は、このとき以来連携している。彼の
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数学的成果はここに示すにはあまりに難解であるが、可変的慣性の原理が数学的に記述

可能であることを示す基礎を表わしている。私は、これすべてに注意をうながしたい。

なぜなら、可変的慣性というアイデイアを受け入れる上での主要な難しさは、現在の数

学システムでは物理的実体の数学的表現に関する付加的な非無限可分性要請を含めるこ

となしに、物理的実体を記述できないという事実に起因しているからである。この非常

に基本的なアイデイアは、物体の重さという概念ーーたとえば、ある物体の重きが何ポ

ンドといったーーによって説明することができる。もし、物体の重さを表す数値を分割

の問題として考えるなら、我々が実在の物理物体をより小さい部分へどんどん分割した

とき、最後にそれ以上分割したらその物質のアイデンティティを破壊してしまう原子レ

ベルに到達するという事実が含まれている。実在の物理的量の数学的表現は考慮してい

る対象又は実体の実際の物理的性質を適切に表現するために非無限可分性の性質を含む

べきである。

最も単純なアイデイアは、一般的に最も長い説明を要するものである。私は、これらの

著者たちによって書かれるであろうもっとテーマを絞った論文にこれらのアイデイアに

関するこれ以上の議論を延すことにする。今、私の言いたいことは、今、ニュートンや

アインシュタインの時代遅れの表現によって記述されている物理的現象のもっと一般的

な記述のための枠組が存在する、ということである。

科学者に新しい物理学的数学的情報という文脈の中で彼がかつて学んだすべてを再構成

し、再定式化するよう依頼することはあまりに刺激的なことであり、彼がまだ青年で新

しい情報を受け入れる準備ができている者でない限り、その可能はない。未来のない人々

によって若さは憎まれ、そして、自らの置位に安心しきって、回転により生じる可変的

慣性というアイデイアに関する彼らの反応に関し公に意見を述べている、これら[権威

者jの反応のこれより明確な説明もない。少々長くなりすぎたこのエッセイの結論を述

べるに当り t私は彼らのコメントのいくつかを添えよう。

Philip Morrison博士 (M汀) r私は実験をしません。 l
Edward Purcell博士 (Harvard) i我々は、回転について必要なことはすべて、回転する原
子の性質から知っています。これらの原子の中には 10 14 回転/分で回転してい

るも のもあります。 J

Robert Dicke博士 (Princeton) r 1 have something to lose .J 
John Wheeler博士 (Princeton) r私は貴方の論文を急ぎの検分に出しました。 j
George M.Rideout氏 (GravityResearch Foundation) 4編の論文を提出したが、反応なし。

Edward Phillips氏 (Nature誌の PhysicalScience Editor) 
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2編の論文を提出。 i…我々は Nature誌上に掲載できない。 j

Ben Bova氏 (AnalogScience Fact and Fiction誌のEdiωr)

93.12版

[私は貴方の書類を 2人の信頼できる友人に送った。彼らは空想科学小説に十分な造

詣を持っており、彼らの頭脳は石のように堅くはなっていません。 2人とも貴方の

アイデイアに興味を示しました。しかし、残念ながら貴方のアイディアを彼らが詳

細にチェックしようと十分に注意深く扱いましたが、動作しませんでした。 j

石頭と言えば我々は PhysicalReviewとPhysicalReview Lettersの編集長である Samuel

Goudsmit博士へと行き当る。彼は究極の権威者である(少なくとも世俗的な事柄に関し

ては)。私は 3年以上に渡り、彼に 6編の論文を提出した。彼の最初から 2番目の返事

は5つの拒否の文に要約できる。次に引用しよう。 i私は専門家ではありません。論文

の受理にはレピューアに頼らざるを得ません。これまで彼らは、全体として確信するに

至らないということで違方の論文を拒否してきました。私は貴方がDicke博士を納得さ

せたかどうか疑っています。彼は単に、貴方の実験は今だかつて行われたことがないと

主張しているのであって、貴方がそれらの実験を正しく行ったと言っているのではない

のです。多分、貴方はその業績を他の物理学者のジャーナルに公表すべきでしょう。

PhysicalReviewに再度提出されても無駄になるでしょう。 J
敬具

S.A.Goudsmit 

編集長

Goudsmit博士はアインシュタインの以前の協力者であり、[…未確認飛行物体に関する

現存する証拠は、これらの現象が国家の安全に対する直接的物理的脅威であるとは示し

ていない。 jと結論を出した1953年の Robertson委員会のメンバーの 1人であった。この

委員会の報告は、 UFOをそれとなく自然現象と思わせる公の「教育」プログラムを暗

示している。望ましいプログラムは「その現象の背後にある敵意ある勢力など根も葉も

ないと大衆を安心させるよう意図Jされたものである。

私は、これらの紳士たちに彼らの引退後の計画を定式化するよう提案した。明らかに、

虫を取り除くには巨人を要するのである。

1 9 1 4年 11月5日

<著名>

Bruce E.Depalma 
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空. 田章去する力坐的物体の慣件場に関する単純な実験的検証

ブルース E. デパルマ 1 975年6月18日

Simularity Institute 

93.12腹

度:最近の5年問、私と他の l人の研究者1)は、未発見の回転のある性質による反重力

効果を用いた新しい形式の推進機械や装置の開発を目的として、回転する物体の力学的

性質の研究を行って来た。私の研究はまだ、本来の、完全な新しい推進装置への試みに

到達していない。しかしながら、回転という現象は徹底的に研究した。

数多くの実験の結果(本論文付録参照)により、ある画期的な装置の動作を説明する理

解が得られた。 Dean，Laithwaite，Walf，Depalmaによるこの装置は、回転する物体の運

動によって引き起こされうる可変的な慣性の性質を利用する。

回転する物体の性質や可変的な慣性に関連する新しい知識の受け入れという点からは、

その新しい現象を明確にデモンストレートする単純な実験が工夫される必要がある。大

きな回転するフライホイール実験の実演では、大きな回転するフライホイールそのもの

での実験に起因する実験上の非常な困難が存在する。確証に至る連続実験を通じ、回転

する物体の非等方的な慣性の性質が、その物体のまわりの空間に与えられるということ

が立証されて来た。これは、回転する物体のまわりの空間が慣性的非等方性をその物体

に付与する、とも言えるだろう。我々はこれを、実在の物理的物体の回転によってod

(odd奇妙な)場2)が構成されることに帰すことができると、考えた。これから述べる実験

の目的は、 od場の性質の 1つを決定することである。即ち、非等方性f貫性の性質である。

茎墜:空間的な慣性の非等方性効果を持つ場を検出するよい方法は、空間の慣性的性質

に基づく時間の測定であり、それを遠い所から参照し比較することである。図 lに示す

ように、腕時計を調節する音叉に同調した Accutronの時間のキーピングレイトが同期ス

ウィープの秒針を持つ普通の電気時計のそれと比較される仕組みがある。

1) Eric Laithwaite， John S.Wolfe， Edward Delvers， Bruce E. Depalma 

2)訳者注=od:オッド(ドイツの化学者BaronKarl von Reichenbach (1788-1869)の造語;

磁力化学作用動物磁気催眠現象などを説明するために自然界に遍在すると唱えた仮

想自然力)。ー(株)研究社新英和大辞典第4版
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Accutron時計は月差1分以内の正確さを持つ。 Accutronと電気時計の組み合せの相対的な

タイムドリフト(時間のズレ)の検査は、安定動作4時間で、 Accutronが'0.25秒進むという

累積的なドリフトを示した。

76∞r.p.mで自転するフライホイールと共に1000秒(17分)間安定的に動作すると、との
Accu佐onはこの電気時計に比較して'0.9秒遅れた。

多くの実験は、示したようにこの効果は音叉共鳴の位置で最も激しいことを示している。

ジャイロスコープの駆動用モータから漏れた場の磁気効果は全くなく、残留漏洩場も

co・neticな磁気シールドによって除去されている。このAccutronは、また f非磁気的なj袋
の中にある。

この実験の目的は、回転する物体のod場効果の lつの単純なデモンストレーションであ

る。このデモンストレーションはモーターのフライホイール、古いジャイロスコープな

どのいろいろな回転物体を用いてくり返されるだろう。これらの実験で用いられるフラ

イホイールの回転質量は29.5ポンドである。 7600r.p.mの回転スピードは容易に実現で

きる。この効果は回転物体の半径と質量及び回転速度の平方にほぼ比例する。

外部電力による音叉共鳴発振器と電子周波数計を用いて、より高精度の測定が可能であ

る。この場合、回転物体のod場の慢性的非等方性は、より速くそして正確に測られる。

試験物体の回転軸に対し音叉の振動方向が平行及び垂直であるという方向の条件によっ

て、等周波数偏位(constantfrequency shift)の輪郭に沿って場の強さを表す線をプロット可

能である。

結論と観測:上記の実験の適切な結論と評価は宇宙論の現在の概念に影響するだろう。

そうなるまでは、新しい現象の存在を示すために単純なテストがなされなければならな

い。これらのテスト実演のための器械類が速やかな検証を導くのにすこぶる十分に有効

であることを希望する。

署名 (BruceE. depalma) 
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付録:(1) Accutronと電気時計を用いた慣性の非等方性効果検出実験

Figure 1 InertiaI Field Experiment(慣性場実験)

93.12版

(2)強制的に歳差運動させられるジャイロスコープでの慣性軸モーメントの測定、

Figure 1.百leForce Machine(フォースマシン)，

Details of the Force Machine Flywheel(フォースマシンフライホイールの詳細)

Transient Behavior of the Force Machine(フォースマシンの振る舞い)

このグラフは、 Figu陀1.の2つのフライホイール駆動用モータの停止/

駆動状態でのFigure1.右端の全体駆動モータ(シリンダ)の回転数の比較

及ぴ、回転物体の非等方的慣性をデモンストレートする振り子実験

Figure 2 Pendulum Experiment Geometory(振り子実験の機構)

この図の振り子の中身は、 Figure1.百leForce Machine(フォースマシン)。

Pendulum Experiment Data(振り子実験データ)仰arch17， 1975) 

(3)ラジオ周波数偏位実験

Graph 2. Radio Frequency Shift Experiment(ラジオ周波数偏位実験)

(4)弾性衝突実験

Elastic Collision Experiment Data(弾性衝突実験データ)
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(前ページの訳)

( 1 ) 

(2 ) 

(3 ) 

機関 (A)の重さは 23 41bsで駆動可能 (2つの 30 -lbのフライホイールが

7600仕pmで反対方向に回転)。

機関 (B)の重さは 23 41bsであり、いかなる実験の問も駆動されない。

(A)の駆動時に (B)は、 (A)の停止時に比ぺさらに 1%進む。
(A)の駆動時に (A)は、その停止時に比べ5%少なく跳ね返る。

(A)は駆動時に衝突されると、停止時に比ぺさらに 5%少なく動く。

(A)の駆動時に (B)は、 (A)の停止時に比べ1.2%多く跳ね返される。
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8. 向転する球体の落下実験の理解

ブルース E.デパルマ

Simularity Institute 

1 977年5月3日

93.12版

回転する物体に関する筆者の研究は、強制的に歳差運動させられるジャイロスコープの

慣性モーメントの測定で初められた。歳差運動でみられた増加する慣性モーメントは、

重りの回転する振り子を用いた一連の実験へと引き継がれていった。歳差運動と回転す

る重りの振り子振動に伴う慣性効果の発見が強く示唆したにもかかわらず、私は2つの

理由で回転する物体を落下させる実験の実施をE害賠した。

初めの理由は、私には強制的に回転させられる物体で観測きれた慣性の変化に基づいた

自由落下物体の運動を予想をすることができなかったからである。 2つ自は、自由落下

する物体の落下速度に影響する慣性変化を予想する方法を持たなかったし、どんな方法

でも重力中で落下する回転物体という状況に適用できる有効な理論などなかったからで

ある。

筆者と助手たちは高速運動の研究に用いられるストロボスコープ発光手法応用のエキス

パートであるので、高速で回転する鋼鉄のボールベアリングの弾道を、同ーの初期速度

で運動する全く同じ物体と共に写真撮影することがそこでの実験的な第一歩であった。

その実験の結果があまりに驚くべきもので、また、奇妙なものであり、私は理解するの

に5年間を要した。

このオリジナルの実験結果は、 1974年に報告書1)として回覧されている。 2年後、

この実験は、キリスト教の注釈の本2)の付録として出版された。 1977年に以前の私

の学生が回転物体の落下の高精度の検証「ジャイロ落下実験("TheGyro Drop 

Experiment.，，3) Jを行なった。この実験は 2つの部分からなり、初めに回転する球体が上
昇し次にその球体が落下する。実験結果を誤って表現するよりもやらないほうがいいと

考え、私は、実験の理解できたと思われたところだけを分析しようと試みた。基本的に

同じ初期速度を持ち回転しないように制御されたものより自転する物体は直ム上昇し、

1)参考文献(1)

2)参考文献(2)

3)参考文献(3)
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速i_落下する。ここには、物理学の根本的に新しい基礎に基づかないと解いたり理解し

たりできないジレンマが存在する。そして、この概念はあまりに急進的なので、他の実

験(回転物体と同ーの非回転物体の弾性衝突など)の結果や、これら多くの議論から生

まれた物理学の新しい概念や、一般的な回転、償性、重力、運動などの問の相応関係は、

今まで理解されていないのである。我々はこの分野のパイニアたちを思い出さなければ

ならないoI Wolfe， Cox， Dean， Laithwaite， Rendle， Se訂le，Kummel， DePalma及びDelversらで

ある。

初めの頃、私は回転する物体のふるまいを説明するための可変的慣'陛の概念を開発しな

ければならなかった。なぜなら、質量とエネルギ一保存の法則を破るという意味でそれ

自体物理学の法則を破っていたからである。もちろん、あることを破壊することは興味

深いことである。しかし、それ自体は創造的な行為ではなく、我々を真理に近付けでは

くれない。

人が宇宙と宇宙での重力による運動や推進に大きな関心を持つなら、重力の研究は我々

を人類の思想、の最も深遠な基礎へと導く。あらゆる石が他の石と正確に同じ速さで落ち

ることを見つけたことは、人を夢中にするような経験である。そして、貴方が物体を自

転させるとき、ぞれはなぜ速く落下するのか。ほとんどの人は怯んでしまう。そして、

それはなぜ、同じ初期速度で打ち出された回転しないように制御された全く同じ物体よ

り高く上昇するのか。もちろん、実験が間違っていたということもありうる。しかし、

我々がすべての実験に矛盾ないように仮説を構築することも、また、可能である。

我々が、それらの慣性などの力学的物体の性質を変えることができるなら、我々は物体

の性質を物体を含む空間に関連づけるためにエネルギー保存の法則を破ることになる。

物体を含む空間は、また、エネルギーを含む。これから、我々は2つの方法でプロジェ

クトを進めることができる。そのエネルギーがどこから来るか気にしないでそのエネル

ギーの抽出を試みること。或いは、物理学を我々自身をそして宇宙を新しい実在性

(reality)の定式化によって理解しようとすることである。

自由エネルギーを受け入れることの難しさのある部分は、我々が自由に何かを手に入れ

るという感覚であり、これが自動的に疑いの心を起こさせる。しかしながら、もし、一

方で、自由エネルギーを「エネルギーJとして、また我々の環境の自然な一部分である
何かとして受け入れるなら、そして、もし我々が鍵を持っているなら自由エネルギーに

到達できるだろう。
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このエネルギーに関し最も難しいのは、ぞれがどこから来るのかということの理解であ

る。もしこれが理解できれば、自由エネルギー実験の理解が信じられるものとなろう。

実在性(陀ality)が存在(existence)へと至るとき、一つの原子が励起したときにスペクトル

線として発する周波数の正確さで宇宙の時間エネルギーがある一つの形態に集中される。

我々はこれが唯一の時間の測定の方法とみなすに至った。時間測定の正しい方法は、物

体の慣性と共に中にある。従って、音叉時計や振動子は、主主できるがそれを測定する

ことはできない測定のより自然な方法である。 1)このことは、各測定は測定される対象

物を存在へと至らしめる、と言える。時間とは、我々はその存在を知ることができるが、

しかし、時間を表すために我々がどんな測定を行なおうが、この測定が我々の目的のた

めにより適切或いはより「正確」にするかどうかについては我々は自ら決定する(我々

は、水晶時計が音叉より適当かも知れない。しかし、どんな目的のために、どんな測定

のためにこの「時間Jを使うのかによる。)。たとえば、もし、我々が慣性過程一惑星
の運動や軌道などーに関心があり、我々はこれら慣性の影響や変化に敏感であることを

知っていたら、これらの慣性の影響や変化にやはり敏感である「時間」を重要な現象に

時間があまり関連しない他の実験より「正確Jに扱おうと考慮するかも知れない。

非常に深遠な基本的な力の現われとしての時間が、我々がここで関心を持とうとしてい

るものである。慣性との関連という点で私が言いたいのは、物体の慣件がその物体の中

を流れる時間エネルギーと関連を持つということである。

回転する物体中に引き出された回転量子は、その物体中に慣性質量の重加と同様に、慣

性の異方性を引き起こす。従って、なんとかしてこの「質量」を大量消費のためのエネ

ルギーへと変換できないだろうか。 2)この最初の兆候は私が自転する球の実験を行なっ

たときにあった。しかし、我々は予想された距離を越え我々が理解していなかったある

程のエネルギー原理へと落下していった自転する物体の自転しない物体に対するエネル

ギーの増加を解釈しようとはしなかった。

1)訳者注=このパラグラフの前半は良く理解できない。量子力学的な意味の測定が、

測定されるものを「実在」から「存在Jへと至らしめる、ということらしい。そし
て、存在はできるが測定できないためにこの枠組みの外にある、音叉時計や振動子

が、 「時間Jの測定(時間の正しい測定は物体の慣性と共にあるともいう。)という
ものに最適で、あると言っている。

2)訳者注=等方的でない。よって、単一方向力として取り出せる。と、考えたようで

ある。
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我々は2番目の一連の実験を行なった。回転と非回転の球の衝突実験であり、我々は解

釈できなかった。これは、 BemardRendleによって「重力の原因ぐTheCause of Gravitation) 

3) Jという論文になっており、私の心を揺さぶり私にこれらを私が見たかのように真実
を理解させた。我々は物体の慣性或いは正しくは慣性質量は、宇宙が創造されたときに

創られた時間エネルギーの典型的な現われではないかと考えられるだけである。慣性質

量が厳然と存在しており従って宇宙は既に永久に存在していると解釈できるので、宇宙

の年令はいくつかという質問は自然に無効になる。宇宙の年令の測定もまた意味をなさ

ない。世界のすべての時間は物体の慣性質量中に累積されている。

そして、これが回転する球の実験にいかに関連するかは、次のように考えられる。物体

の自転はそのフライホイール中に蓄積されている回転運動の量子をその中に引き出す。

回転物体の慣性の性質の変化はこれで説明される。これらの慣性量子(inertialquanta)2) Re 
は、その時フライホイール中に存在している慣性量子の数に比例して時間エネルギーを

それ自身の中へ引き出す。もし、回転する物体を全く同じ非回転の物体に衝突させたと

すると、全く同じ非回転の物体をぶつけて跳ね飛ばしたときより大きな距離を跳ね飛ば

す。回転する物体が、全く向ーの非回転の物体に衝突されると回転していないときより、

小さく跳ね返される。 3)

これは、なぜ自転する球が全く同じ条件(同ーの初期速度)を持つ非回転転の物体より

高く上昇するかを説明し、また速く落下するかを説明する。重大な事実は、回転と重力

の聞に特別な相万作用はなにもないと言うことである。回転する物体のふるまいは、回

転物体が作りだす運動が何であれ、それに自由エネルギーを単純に付加することで説明

される。回転する物体は非回転の全く同じ条件の物体に比べ、より速く上昇しより速く

落下する。

もし、回転と重力の聞のつながりの理解について始末を付けるならば、私は、 Rendleの

「一空間の非物質的な媒体が運動し--Jという主張から生ずる慣性についての理解を好

む。 rGJの不変性は物体の慣性(の不変性)へと至る。すべての物体が同じ速度(地
球上での通常の加速度で)で落下するという事実は、この基質空間はすべての物体を同

じ速さで動かしているということを意味している。これは、我々が地球の標準慣性

3)参考文献(4)

均訳者注=次の次のパラグラフには回転量子(rotationalquanta)R。と言っている。回転量

子(rotationalquanta)と言う言い方は、前の前のパラグラフでも使われている(ただし、

この時はR。とは言っていない)。回転量子=慣性量子のことと思われる。

3)参考文献=(5)
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(Earth nonnal standard inertia)と定義できるものであり、他のすべての条件をそれに比較で

きる単一の因子である。(この新しい標準の基では)物体の回転はその慣性を変化させ

ない。なぜなら、回転する物体のふるまいにおける力学的な変化はそれらの慣性には影

響せずに、その物体に蓄積された回転量子(rotationalquanta)R。によって回転する物体中を

流れる付加的な(自由)エネルギーを発生させるのである。

答えるべき質問として次のようなものがある。回転によるなんらかの重力効果は存在す

るか。或いは、重力とは、質量とその環境の聞の特別な相互作用なのか。私は重力は、

実在の質量とその環境の特別な相互作用だと信じたい。これは人工的な重力場が創りだ

せないというわけではなく、それら人工的な重力場は物理的なテストによって自然のも

のと常に区別可能だと言っているのだ。人工的な重力場は等方的ではなく、異方性を持

つ。

自転する球の落下について言うなら、この実験の理解には、現時点で我々の成しうる最

上の近似的理解である宇宙の描像(amind picture of the Univers)についての解答と同時に多

くの他の実験結果の理解も含まれる。他の実験に関しその実験の理解を難しくしている

のは、純粋に重要であるその盆塁ではない。理解するための理論的基礎なしにその実験

を理解しようとして、つまりその結果を理性的理解に合わせようとしたり他の実験によ

る事実と調和させようとしたりして、データをありふれた価値のないものにし、そして、

一番困るのは誤って解釈してしまうことである。

回転する物体と非回の転物体との衝突のような単純な実験が明らかにする自由エネルギ

ーの有効性が、回転する物体と非回転物体との衝突からエネルギーを抽出するのに比べ

てずっと容易に採作できるエネルギー抽出や推進力を得るのためのの機関開発への道を

開くのである。

(署名)

Bruce E. DePalma 

1 977年5月3日
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長73管:Kenneth Gerber， j・1.J). 
Richard F. 1なerritt

-o;pr ; .Ed ¥-J a r d Ve 1 ve r s 
ジャイロの落下の実験1)

この実験では、密封された電動ジャイロスコープが重力の影響下で自由落下させられる。

10.617フィートの距離が計られ、この距離を落下するための経過時間が測定された。

ーターが停止している場合とおよそ15，000RPMで自転している場合が測定された。

データはクロノメトリックスデジタル経過時間時計(aChronometrics Digital Elapsed Clock) 

で1/10，000の精度で計られる。このデジタル経過時間時計は、落下するジャイロスコー

プのケースの端で連続的に遮られる 2つの光線の道筋に置かれた2つのフォトトランジ

スターセンサーによって刺激され動作する。

ジャイロスコープは全重量7.23ポンド(ローターの重量4.75ポンド、ケースの重量

2.48ポンド)であり、その軸方向に落下させられる。直径41/4インチのローターへの

電気の導線は、開放される直前に外される。

ロ

実験設備
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ft 

京

1
1
1
1
0
A
上
斗• 

d 
O 

万rAAランジズタ

も会血e-me-a骨え倍、-em&丹も-tt-e-岳岳ぉ-6.

名遊民向r/，I---1fJI/.芝府金金
』占、，ø.l.t"......'""~

t 二七1

ψ
疋

ヤ
1 o. () 1 'i f t 

60ureυ安

d 
1 

ふ占晶竺 汁.合ニsY:Fe IT.~三ロ七 ご口a乙，

経温度F与の}I1f定終予
i
 

F
司@
つ
」

s
t
 

=
 
a-一
a'
ふ
E
M

d 
2 

'【 Aシ'~-fO;{コー7"d. 5受よ1'"~.だ4り号E各め邑の乏乙~
rl ..... ，1 柄〈円《内t-...， ....I凸 令1"¥ ，.円十円 h 町村 ""'_r'¥:-""戸内町 内

v、 h ，...十円+柏町円円~""'+-円相

!万メιバタ
S-&1:i-Pここぷ

密封された電動ジャイロスコープがその軸方向に自由落下させられる。ローターの回転

速度は15，000RPM、重量は4.75ポンド、ケースの重量2.48ポンド、ローターの直径41/4 

インチ(全重量7.23ポンド)。

・リツクスデデタル経過時両時計(aChronome町icsDigital Elapsed Clock)で

1/10，000の精度で計られる。フォトトランジスターからの信号の刺激で動作し測定。

1)訳者注=原文はポンドをlbsオンスをozと書いている。
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実験結果のまと汐

df:竺マヂ
パ:g~LZ//étlþ.~念

一一-Zι一一一一一1...._______.9. 0 . se c ..._唱 ・…一時晴 I.， ~._.，..，..~.. 0・osec 
一一ごム l 一月1677.?e_c 1__.____!!C74 sec 
一一一ごみ町一一一一J.'.一…=.:;.:8297 ;;.-.'~~~'~一一一二二士一一一三三笠三ヨ二;
縦ヴ解第一L_._~ 引;; ! .000996ザ I(・ω221虫色三三)
ji5f〆アSさ之 」一一一~3.一一 -，2一一一一|一一一____.7.__.• ;J--

~位'Lif::._L嚢--"_一一一二仁一一__.).? !.，~， .5げ f~7sec C:- - I 32.戸619ft/sec""" 
~A el = (aT"'¥ - a~I.J = .1070 feet/second2 

え翠沼言。.!f:グ乙ーム 〆 R -NR 

*脚注:緯度39度(WashingtonD.C.)の海抜レペルでの重力加速度の償。 u.s.Coast and 
Geodetic Survey (合衆国の海岸と測地学調査)による。非回転のジャイロスコープにつ

いてのデータはこの値にノーマライズされており、回転するジャイロスコープのデータ

はこれに比較されている。

仮想的な力の増加

その回転状態で認められる加速度の増分を付与するために非回転ジセイロスコープに適

用されるべき仮想上の想像上の力の増分が、比較のため計算されたoY)

z
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{I))訳者注=

1ポンド=453.6g=16オンス

1フィート =12インチ=3Ocm

F=maここで、

a=0.1070フィート/sec
2

=0.0321 m/sec
2 

=3.21cm/sec
2 

m=7.32ポンド

=3.32kg 

従って、

F=3.32kg x 0.0321m/sec
2 
= 0.106572m/sec

2 
=約0.107kgm/sec

2 

=O.107Nの力の増となる。
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統計的分析
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p = .0己75.35ラ68ぅ
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この実験からのデータの標準偏差を基礎に97%の信頼度で、完全密閉された自転するジャ

イロスコープは、その回転方向に自由落下させられたとき全く同じ非回転のジャイロス

コープより速く落下すると言える。

付録

上記の実験結果のまとめで与えられた値を得るために、測定データに基づいて実施され

た計算を次に示す。

a)次の方程式を用いて、非回転ジャイロスコープの経過時間測定開始時の速度V
1

得るための計算を示す。

を

(ms t d ) .66203 seconds 

at
2
・#品炉、、ー-ー、，、.ιd
t = (t__ -t..) = 2 -1 
V. =-l._1・~ ""，，1n，...;t:lL 'u' 
i -~さ方ゑ冶， --"易委...，.-....-" ・1
feet/second 

d=v.t+4 
工c.

= (d~ -d..) = 10.617 feet (me~~~~ed) ・2 -1 ーフ 瀞:定1&V'"' : 
a = 32.15斗9ft/secι (竺ormal ;i ß三~三三五三)・

五需主ヂιてTえ 7E1A
V
i 
= 5.3ヲ13

d 

atキ泊e-t_ 
dヂ務グ l 
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b)非回転のジャイロスコープについて開放した位置と経過時問視院開始地点ゐ問の距
離を求めるための計算を示す。

2 __ 2 
vf = Vi +2ad ，M鵠長二よご

V
f 
= 5・393ft/sec (-4子@思〈三)ニ~);- V.: = 0 ft/sec 

2 I ~争~~勾;JPH1'
a = 32.1う与9rt/secc;. (.R両目町内可『…A ，r... 1 "~); d = (d

A 
- d̂) 

.玄長~どま京印伝 1 -0 
工ri己長 t-ftこ こー二二七三2&:--'-d= (dA ':-d，...) =.与522feet 
タ~it B.身者~ï;i-... --'-1 -0 

c)非回転状態ののジャイロスコープについて経過時間測定開始のときに既に経過して

いる時間を求めるための計算を示す。

vf=vi+at ，品名品ーとよと-

Vf = v1 at t1 = ラ・3g3 f・二&eγ~); V.: = 0 ft/sec; 
2 ， ~ • 身表向 /~_:cJ:.3

a = 32.15斗9ft/sec'- (日，................_守、~… 1 "01; -t -= (t A - t，.) = ~:RKrlQUn ..."..1涜7djt忌蚕〆 1 -0' ~め~~，
七= (t ・ t~) = .1677 seconds 、"1 - "0' -・ i

9"0ニィム~ 曹にこ ご士三~つ
坊主主を乙静11三

d)非回転状態ののヅャイロスコープについて全距離落下するのに要した全時間を求め

るための計算を示す。

.82973 seconds 

.斗522= 11.0692 feet 
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e)経過時間測定開始時に回転するジャイロスコープによって既に落下するのに使われ

ていた時間を求めるための計算を示す。ここで、回転するジャイロスコープの加速

度は一定であると仮定している。非回転のジャイロスコープでの初期時間間隔(経

過時間測定開始までの時間間隔)と測定された経過時間間隔、或いはその比率と回

転するジャイロスコープでの値を比較することで計算されている。

(t.. - t，，) 
10  R '" 
(t__ - t...)" ' ..........‘， 
2 -1 ' R にしむ

.1677 sec. (両内1...，・ 1 向 ~....λ) ・ (t ・t... ).，.... = .66203 sec. 
v喜子宮を一 ""2 -1'NR 
(t... ':' t..)::-= .660Q7 sec. (-nビ2 .. 1 ' R -..--~ . ~ _ ~ --- . 7iff定経
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予定古色舟苧1/乙

ロイヤジるす転回f ) トータル時間とトータル距離の値、及び次の方程式を用いて、

スコープの加速度 aRを求めるための計算を示す。
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h)仮想的な力の増加:回転するジャイロスコープで観測された加速度の増加を説明す

るために力が増加したと想定し、非回転のジャイロスコープに対する力に比べた力

の増加分を求めるための計算を示す。 1)

FNH r~HaNR 
FR - mRaR 

j;:pl'aιg笈グ霊~:rtl/;p'1! ~きd室 、
F
UT
" = 7.23 lbs (mごa-sロFeel 5!日明内 向立さ 内門戸白 "A'~ 、市h t.) : .N H r • - _" - - - ， ---~ : ---_!::_ J -:: ~ - •• - -~:..:. ~~---o・〆

NR = 32・15件9ft/seC2(=芸主要任理包ffA今); 
乙G工沼~弓空手討を問主: F = 7・2列強h
E~ペ忽~1考祭7宅2.5忽士三七 iC:&FZ3;H. 

子?~t2~~7~ぞタ今. .ωlbs x 160Z71b 
多~~弱ぞっh円;('Fi1'Þl R P.!1

(1) "The Effect of Gravity on Rotating Objects，" t:;dward C. Delvers 
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1)訳者注=原文h)の下から 3行自のFはFRのこと。

FR=F限 x(mRaR)/(mNR a限)

=7.23x(32.2619 x m0/(32.1594 x mNR) 

ここで、 mRとmNRの比率を1と仮定して

=7.254 

lnstitute 

このFRは以下のごとし。

Da ta，" Simularity (ラ)

原文h)の一番下の行について。

lbsはこの場合、ポンド重、 ouncesはオンス重。つまり、 mは変わらないとしたとき、

(重)力が0.024ポンド重大きくなったと同等の効果があったということ。

，t貫'性治宝0.3%upしたということか? -64-
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9. 等価エンジンはどのように動作するか

ブルース E.デパルマ SimularityInstitute 1 9 7 7年6月10日

時間エネルギー:フリーエネルギー機関などのアイデイアの概念化で、初めのアイデイ

アは非常な緊張と努力の結果、直観、或いは夢などとして現れる。この緊張は初め(実

験家の言葉である)機関に関する直観、或いは夢として解かれる。そのときは直感され、

後に、， i言語」の構造すなわち物理学を形創るパラダイムの基礎の上で説明されるので

ある。我々が得るのは常に我々の遺伝子中にあるものであり、我々はただそれをいかに

言えるのかを説明するだけである。これが人の道であり我々は、自分自身の言語を自ら

が行く道に沿って作り上げるのである。

エネルギーがどこから来るかを解決したり理解するよい方法は、時間的及び空間的広が

りを伴う生きる形態として宇宙を考えることである。我々は、まわりのすべての空間的

広がりを[見るjことができる。しかし、時間的広がりは記憶或いは物体のまわりの振動

(オーラ)という形態で感じることしかない。

物理的な体は現在に継ぎ止められているが、心は時間と宇宙を旅する。今は未来の時間

と過去の存在を捕える点で構成される。この点は、空間の時間エネルギーから我々の過

去のふるまいや歴史における実際の時間へとエネルギ一変換が生じる場所である。歴史

とは死んだ時間である。それは、死んだり消え去るまで記憶する者の心の中に存在する。

記録は可能である。しかし、それらは結局また消えるものである。従って人の心は限り

あるものであり、それは彼が記憶したり記録したりしたすべてによって構成されている。

私が言おうとしていることは、人と彼の世界は現在にとどまり、彼を貫いて流れる時間

エネルギーは彼の現在を活性化する、ということである。従って、彼と彼の世界は映写

スライドと投影された映像のようなものであり、それを通して時間エネルギーが流れ出

て創り出された1我々の時間jによって織られたタペストリーに我々の存在が投影される

のである。ぞれゆえ、人は時間エネルギーによって照らされたパターンとして始まる。

彼は歴史に現れる巻物の中の彼の人生を演じきる。我々は未来の中へは行かない。いわ

ゆる未来は、時間エネルギーの流れと盟主の物質(人や動物や世界)の交差点にある存在

へと侵入して来る。そのため、種とは、時間エネルギーの流れがそれを通ることによっ

て活性される現在存在することの可能性であるとともに、程が覚えていることまで含め

たトータルな存在である。

-65-
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物事はこの時間エネルギーの流れのために年をとる。生命の奇跡とは、精fたね1という

機構によって1年齢jを循環へと転換することである。この文脈で、(不死性lは貴方の過
、去を思い出すことから成り、程それ自体の限界へと至る。つまり、いくらかの与えられ

た空間的領域に現れるものとしての限界へと至る。我々はすべて宇宙の体の中の異なる

部分なのである。ただ、我々は自らが何であったのか知らなかっただけである。

この血液血築、即ち、この我々すべてとあらゆるものを通して流れる持間エネルギーは、

すべての物に生命を吹き込む宇宙の根本エネルギーである。もしも、動くあらゆるもの

が同じ時間エネルギーによって生命を吹き込まれており、加齢も動きのー形態であるな

ら、電気、熱そして圧力などのエネルギーのすべてのより小さい形態はその基本的流れ

から牛じたものであろう。つまり、鍵は時間は動きであるということであるので、我々

にとってこのエネルギーを取り出すこことは簡単なことであろう。

等価エンジン::等価エンジンは節 (nodalpoint)で励起されるねじれ振り子から構成され

る。パワーは動きの最終点で取り入れられる。図(1a)にあるように弾力のある部材一一

ディスクの表面に垂直に取付けられたそれらの中心部によってディスクを接合している

ロッドーーによって分離され、かっ連結されている 2つの金属ディスクの組み合せられ

たシステムである。この「バーベル」は振動させられ、もう一方と組み合わされている

片方をねじることによって、ねじれた振動でのそれの自然なモードにセットされる。そ

して、そのとき、そのシステムの自然周波数で見られる様式で自由に振動するように

その対を解放する。

このようなシステムの自然周波数は、通常、ロッド部材のねじれに蓄積されたエネルギ

ーO/2)ke21)とねじれたロッドのいずれか一方の終端にある逆振動ディスクフライホイー

ルに蓄積された回転の運動エネルギーの間に生じるエネルギー交換として記述される共

鳴に関係する。実際、もしそのようなシステムの基本的ねじれモードの振動周波数を見

つけようとするなら、彼は自らが古典力学がそのような質問に答えを与えないことを見

つけ悩むことになるだろう。

実は、そのようなシステムのふるまいは、現在理解されているパラダイムの範囲の外で

ある。たとえば、もし我々が図1のa)で、示されるようなシステムを持ち、それがねじら

れていて、かつ、ねじり軸のどちらか一方の端のディスクフライホイールとともにその

基本モードで振動すると共に、それが回転ではなく正弦的に行ったり来たりしているな

1)訳者注=k:一種のバネ定数、 e:変位 と思われる。杉山さん指摘
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らぱ、次のように言えるだろう。図1のb)のようにロッドを 2つに切断するとき、単に、

もし、ロツドが完全なものであったら(すなわち、 2つ折りにされた両方の部分が共に

あったら)、存在していたであろう交互に入れ替わる交番的なトルクの位置で2つ折り

にされたロッドの中央に市役的なトルク励起の源を与えることによって1)、我々は図1

のa)と同じ種類のねじれた振動を励起することができる。等価エンジンは、まだ動いて

いるシャフト(及びディスク)の端が振動するシステムの半分が失われ、等価な振動的ト

ルクの境界制約で置き換えられたことを知らないとき、結果として生じる。

カーエネルギー:このシステムの動作を説明するために、カーエネルギ一等価原理が盆皇

ーエネルギーパラダイムに取って代わる。ねじれ振り子の端の様子が図1のb)に明解に示

されている。ロッドーディスクの組み合せをその自然周波数で励起するための適切な周

波数の正弦的トルク発生機によるシステムの失われた半身の置き替えによって、乱され

ない動きを保っている。

発電機として用いられる直流モータと交流によってそのシステムの共振周波数で振動さ

せられる直流モータという 2)直流モータの組み合せシステムを通して放出される電力が

もしあるとすると一ーもし、ディスクをそのようなシステムの一方の終端で駆動するモ

ータが中央に移され、正弦的なトルクだけを発生しシャフトを動かさないためにプロッ

クきれた電動子モード3)で動作させられたとしたら、そのとき仕事が出力として抽出さ

れ、駆動側の終端では力学的な仕事の入力 (τde)立L4)にその仕事が発電側の終端から

抽出されるという状況を得るであろう。この図のlc)に示された様子は結果として笠鑑

エンジンである。

実用化への考慮:筆者によって行われた実験では、移動運動のない正弦的トルク発生の

3つのモードで研究された。

a) プロックされた電動子モードにある5)直流電気モータ

b)ニッケルのロッドでのねじれた磁歪

c )強制ジャイロスコープ的歳差運動による正弦的トルク生成

1)訳者注=トルクは与えるが動きはしない、という意味。

均訳者注=交流電圧によって直流モータを駆動し、正弦的に振動させるという意味。

杉山さん指摘

3)訳者注=自動制御のモータ関係の本を調べれば、関連知識が分かるかも知れない。

杉山さん指摘

4)訳者注=2)と同じ

5)訳者注=i交番駆動された」と訳した方が適切か。
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移動運動なしで力を発生するための装置を私はフォース・マシンすなわち、電磁的、磁

歪的、或いはジャイロスコープ的と呼ぶ。力学的な損失は別として力学的な仕事なしに

これらの力が生成されたということは明らかである。この理由のために、これらの駆動

システムの最適化には、与えられた駆動用エンジンからの仕事の出力を産み出すときに

こうむる電磁的及力学的損失を最小限にすることがもとめられる。この発電機の動いて

いる機関の終端から出力を抽出するかぎりにおいて、仕事は令〈必要でない。

正弦トルク発電機、すなわちフォース・マシンを考えると、これはロッドの入力端側で

交互に入れ替わる交番的トルクの境界条件を供給しており、単にロッドとディスクーフ

ライホイール一発電機の組み合わせの正確な共振周波数において正弦的トルクの境界条

件を提供しているだけである。

2つの高性能低慣性モータと60Hzで共振するロッドディスク装置との組み合せによる実

験は、同時に運動している側(つまり発電機側)の終端でのねじれ振動が一定であれば共

振状態にあり、予想どうり駆動モータでの逆起電力が消失することをを明らかにした。

このような状況で、図1のc)に示される構成で駆動モータ(フォースマシン)の直流抵抗で

9ワットの電力を消費しつつ、 1ミリワットの自由エネルギーの電力を lオームの負荷

抵抗へと産み出した。

有用な出力を産み出し自ら励起できる商品としての発電機の建造という観点でいうなら、

モータの電動子の直流抵抗の低減、及び何度も行ったり来たりする電動子の交番的なね

じれ運動という動きによって発電する高効率交番発電機システムの開発に依存している

ことは明らかである。

そのような機関からどの位の電力が抽出できるのか。負荷がそのようであるとき、部材

らない値から Qが2という値まで低減される。 lサイクル当り、振動するシステムから

総蓄積エネルギーの正確に 1/2を超えるエネルギーが抽出されるとき 1)、システムは

「死ぬ|であろう。これは、共振が破壊されシステムはある lサイクルから次のサイク

ルへその自然周波数が何であったか記盤できなくなるのである。このときで、 Q因子は

2に達する。

負荷のない状態では、等価エンジンはその出力電圧と駆動電流の問で90度の位相シフト

を持つ。機関上への負荷が増加されるとき、入力と出力は同位相へと近づく。この理由

1)訳者注=Qの値が2のとき、エネルギーの1/2が取り出されている。杉山さん指摘
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により、この機関は外郎から電力を供給される外市発娠機から励起される方がよい。 1)

しかし、機関の山力市}[:と位ね!的同期をとる必要はない。電磁的に励起された等{，lIjエン

ジンの「効率jは、従って、電磁的フォースマシンの駆動)lJエンジンのII主流民抗と機関の
ための通常の迩助をする発電機の効不に依存する。この機関のi立政j子はある特定の角度

を持つ扇形の"1だけに動けるよう制限されている。また、その'門:能はそのようなモード
と与えられたjt恥システムの船劫周波数に最適化されている。

磁i13の以月ll2)を!日いた小l型の等価エンジンを作れば、(等価liエンジンのスタートのため

に用いることは除いて)現布市池が使われているほとんどの分野で電池に夜き換えて用

いることが可能で、ある。ヌ)ニッケル駅動ロッドフォースマシンは、動作周波数において

低い電機的約失を作るため、多くの小さなワイヤーで系11み立たてられる必要がある。 4)

我々 は、 5kHzの動作周波数のそのような機関を病成した05)動作は従来通りでかつ期

待されたようであった。

最も強)Jな等fllIiエンジン励起の形態はぷ25運動するジャイロスコープから得ちれる。そ

のような、フォースマシンと駆動エンジン組み合せを図(2)に示す。ここにボしたジ、ャイ:

1)訳者注=この文白体よく翌日解できない。ただし、通常、発電時にVとIのrmには90
の位村l差がある。普通はこれにCを人れL成分を消すようにする。

杉山さん指摘

2)訳者注=磁性体は磁場をかけると少し延び縮みして歪む。これを磁歪という。

杉山さん指摘

3) 訳者注=小型のフォースマシン発電機が作成可能で‘あり、これが電池に代わりうる。

という意。

4)訳者注=50"'-' 500kHzのフィルタにはニッケルのロッド+振動子をメカニカルフィル

タとして従来川いていた。 P72の補足説明も参照。

杉山さん指摘

幻訳者注=5kHzの動作川波数から大きさは数cmのものと思われる。

杉山さん指摘
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ロスコープの組み合せば、歳差運動するジャイロスコープのトルクが加えられるとき 1

平面(紙の面)中の水平軸に交番的トルクを発生する。ここに示されている歯車装置は、

1つのジャイロのトルクが他のジャイロのトルクによって相殺するように調整しであり、

紙の平面に対しほぼ垂直な軸に関するトルクは相殺される。

との種で、最も簡単で最も効率的な組み合せは、 1本の軸で歳差運動するただl個のジャ

イロであり 1)、従って生成された交流的トルクは、互いに垂直で、かつ、制限された歳

差運動の軸にも垂直な 2本の軸一一一十字の中央の4角形の箱一ーに制限されている。こ

のため、 4つの交流発電機は 1対が他対に対し90度の位相関係にある出力によって励起

することができる。このような機関がこうむる唯一の損失は歳差的に駆動されたジャイ

ロスコープの動きの中の摩擦によるものである。フライホイールやベアリングの材料の

最高の強さにまで容易に達しうる摩擦の力のレベルと、そこから発生する熱は、機関の

実用的実現での材料の選択とともに多分、原理的な設計パラメータ

のlつであろう。

そのエネルギーはどこから来るのかQ_: i宇宙エネルギー (CosmicEnergy)Jを理解し
最も深く見通していた2人とは、 (両者とも)インデイアナ州インデイアナポリスに住

むのJohnBigelow氏とJ.G. Gallimore氏である。 John Bigelowはそれを「地球エネルギー

(Eaeth Energy)J と呼んだ一一10∞もの名前を持つ入り来たる力ITheEn廿ancingForce)とも

呼ぶ。 GaIlimoreは言う。{エネルギーそのものは、互いにからみ合った螺旋状か或いは

別々に存在しうる 2つの極性を持つ。これらは、通常、物質中へと閉じ込められている

が、これらのエネルギーは再び2つに分割可能である。 j 宗教と科学のパラダイムは

時間エネルギーの極性が雄(male)と雌(female)という側面であるという認識と共に再び結

合される。今現在の空間的実在性が、その実在性の中に流れ込みそして過去へと流れ込

む時間エネルギーによって、活性化されている。このため、創造されたこの世界の雌雄

の2つの側面は、それら(世界)に流れ込みそれらを生かしている時間エネルギーの雌

雄の側面の生気なのである。この世界の残りの部分はこれらの根本極性から創り出され

たのである。

対称性の点から、これらの物事をもっと複雑に考えることができる。なぜなら、雄と雌

は全く等しくそして全く正反対であり、相互の絶滅から何も配給又は生成されないこと

もあり得る。これは、時計廻りと反時計廻りが等価である、ということを意味している

わけではない。なぜ、なら、我々は励起された等価エンジンの運動する側の終端の対称、的

1) 訳者注=フイラデルフイア電気マシンであろう。
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なねじれ振動を観測できるが、対称性がこの宇宙の基本原理であると示されているわけ

ではないのであるから。その上、ロシアのKozyrevは、静止質量が全く等しい回転する

ジャイロスコープを回転軸を全く同じにそろえて時計廻りと反時計廻りの回転させテス

トし、重さと慣性質量の僅かな違いを観測している。

図4を参照することで、これら全体の状況をよりよく理解が得られる。図(4)で私が感じ

たことは、等価エンジン及びまさに有効なエネルギー出力と言い表わせるものの最も一

般的な解釈である。我々は、ねじれ振り子、つまり一方の端はフライホイールディスク

に取り付けられている弾力のあるねじれ部材を見ることができる。ねじれ部材の自由な

一端は、フォースエンジン、つまり lつのフォースマシンによってシステムの自然共振

周波数で駆動される。このフォースマシンの機能はそのねじれ部材の逆向きの力で正確

に相殺する正弦的トルクのバリエーションの形で生きた制約を提供することである。そ

のシステムの正確な共振周波数で提供されるどんなレベルのトルク励起に関してもこの

条件が守られる。

このように励起される組み合せ装置は、図(4)に示されたようなシステムの励起を理解す

るパラダイムの中で、振動するシステム上での極性の状態の連携動作(conferrence)とし

て理解される。システムの運動のない端は、雄避であり、運動のあるフライホイール端

は雄端である。システムの共振周波数での正弦的トルクのインパルス(衝撃)による等価

エンジンの励起状態は、時間のエネルギーの流れの雄的側面が振動運動するフライホイ

ールに引き出され、かっ、雌的な受身的な側面がシステムの駆動される終端に存在する

生きた制約的状態へと引き出される、そのような状態を創りだす。その機関の体内での

雄と雌の時間エネルギーの側面の狙は、有用な電気の大きな量の生成に結果し盆ゑ。も

し、我々が最も一般的な意味で電気化学的電池を考えるなら、雌雄の要素の結合する電

解質の作用から生じる極性の雄雌の側面の和から電気は生じると言えるだろう。 ---and

so on down the line 最も偉大なる活動は、原型としての雄雌それぞれの要素が結合する

状況の外で実現しうる。力学的に創り出しうる最も強力な状況は、ただ 1つの回転する

ジャイロスコープの駆動された歳差運動から創り出された交流的なカのインパルス(衝

撃)によって駆動される等価エンジンである。このジャイロスコープは、駆動される歳

差運動の軸に垂直に直交する平面上の 4つの可能な方向で振動するフライホイールディ

スクの駆動されたねじれ振動から生じる共振反応トルクによって制約されている。図(3)

は、我々がフィラデルフィア霞気マシンと呼ぶものである。

誼益:私は、時間エネルギーによって電球を灯して時間エネルギーの存在をデモンスト

レートする必要のないことを望む。貴方が理解しているように、我々は既にそれによっ
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て孜々の灯りを既に灯し、そして、どんな場介でも、私は少なくともそのほんの少しを

1ミリワットの電気エ，ネルギーに変換できることをなえした。重要なことは、我々はこれ

らの機関(machine)が従;来の科学が認めるパラダイムの外でさらに基本的なものとして

理解できるだけである、ということである。雌雄時間エネルギーパラダイムは古代から

我々とともにある。このエネルギーは、 1000もの名前を持つ。なぜなら、 (1)これは言

い表すことが111来ないものであり、 (2)それを発見した者は誰でも彼独(-1の名前を付け

るからである。これは、人を夢うつつにする。なぜなら、これを追い、そしてその何か

を見付ける，者は准でも(神の)エネルギーに有Jn)~，こそして夢 L ~jにさせられるからである。

そして、我々はそれを再び見付けるのである。

(界名)

Bruce E. DcPahna 

<P69の脳l柱4)訳者注の補足説明〉

下凶参照。詳細は、 「エレクトロメカニカル機能部品J(電気学会編)の4.4P179を参照u

cやLを用いた電気的フィルタよりQを大きく出来る。杉山さん指摘。
DePalnlaはメカニカルフィルタを)JJいて、小型のブオースマシンを作ったものと思われ

る。上記の凶rlJのピアノ線が細いワイヤでなければならない、と言っているものと思わ

れる。

電梢-I _J ~ _ ~ .1 I機械ー
|メ力=力[...I 

機械 |ー『 HtJ|電機
変換 I _，/ 1 iV _;r I変換

磁歪の原理を利用
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関 (4)_:シヴーシャクティエンジン。エネルギーの新しい源という意味では、勿論、

あらゆる人がそのエネルギーが何でありどこから来るのか、、といったことを非常に知り

たがる。勿論、時間エネルギーは美しいパラダイムであり、それは今日の物理学の範囲

の外にある概念に密に関連している。我々の考えのもっと一般的な基礎を捜し求める中

で、我々は、人間が開発した最も基本的な理解へと不可避的に到達する。これらは宗教

2哲学であり、また、これらは人聞が理解したこの宇宙の中の最も根本的かつ基本的な力

への理解を伴う。

いわゆる(自由lエネルギーの議論ということで言えば、私は基本的生命力エネルギーと

宇宙でのその源に関し、既におびただしい内容を持つ深遠な論述に何も付け加えること

はないように見えるかも知れない。しかし、私が用いることができたヒンズー・ヴェー

タンダからの知識の宗教的な基礎で考える人々に対し等価エンジンをより理解し易くす

るため、に述べてみよう。これらの推論の中で、宇宙の基本(的な)生命力にはヒンズー

ヴェダスのシヴァとシャクティという雄と雌の側面があることが理解された。シヴァと

シャクティの遊戯或いはダンスがこの創造された世界を活性化する。このような関係に

おいて、公こそは我々がこの関係の破壊的な側面として知っているものであると言える。

これらの解釈の線上で、これらの最も一般的な用語での等価エンジンを解釈することは、

システムの自然周波数での安定な正弦的動作に基づくねじれ振り子の動き或いはダンス

は生命力エネルギーのシヴァとシャクティという 2つの要素の融合という創造的側面を

表現すると見ることであるように、私には思える。自然の魔術的な解釈に従えば、マッ

チは我々が火として知っているシヴァとシャクティの融合の被壊的側面の呼び出しを実

現する、といえる。示された等価エンジンシステム上でのねじれ振動の条件の付与は、

装置内で組み合わせシステムの自然周波数でねじれ振動しているねじれロッドによって

結合される雄(シヴア)要素と雌(シャクテイ)要素という 2つの極を創りだす成極作用状

態を確立する。このような状況で雌雄が呼び出されるとき雌雄の時間エネルギーの側面

は、システムの適切なそれぞれの終端へと優先的に引き出される。

示されたように励起されたそのような装置から電気エネルギーが引き出されるとき、雌

雄の時間エネルギーの側面は示された機関の中で融合され、そこから有用に機関の出力

が引き出される貯蔵所を提供する。たとえば、もしねじれたねじれシャフトがその周期

の最大のピークで100ワット・秒のエネルギーを保有し、そのシャフトが1000回/秒で振

動すると(これは適正でかつ実用的な桁数である)、そのとき、もし我々がlサイクル当

り1ワットを引き出して使うと我々は1000ワットの電力出を得、もし我々が可能な最大

量を引き出して使い、その共振を殺してしまうの=2)と我々は最大50キロワット得るこ

とができる。これらのファクターは理論的であり、力学的パワーから電力への変換にお
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いて100%の発電機効率を仮定している。実用的な大きな振動的発電システムは上記に

記述した我々の小さな機関の出力電力を45キロワットにする0.9の発電機効率を実現し

うる。

シヴアーシャクティ機関のように強力な機関は、もしそれが創造的な力につながってい

るなら、その破壊的な側面において火がそうであるような同じような力を表す。我々が

得るものは我々の遺伝子にあるという見地から言うなら、私は[宇宙時代lつまり我々が

ツィストを踊っていた60年代と現在の比較へと誘われる。ここに示された原型的な等価

エンジンと世界中のアマチユア菌学者の偏見を誘うある種の天然のサイケデリック・マッ

シュルームとの類似は明らかである。等価エンジンの発明者として私は実存件realitvは

非常に不思議なものと言える。もし、我々は遺伝子にあるものを見付けると我々が考え

るなら、多分、実在性向alityである象徴主義の強きといったいくつかのアイデイアを見

てとることが可能であろう。

難解なもので有用なものはない。ここで私は、彼の商品が世界のすべてのことがなされ

ると賛美するウランとプルトニウム商人のことを言っているのである。平凡でありふれ

たことではあるが、鉄、鋼鉄、銅、青銅などの我々を助ける要素、構成的な要素が存在

する。一方、ウランやプルトニウムは存在のあらゆるレベルで毒である。それらによ主三

重はない。従って、もし、人々が放射能を避けるための深遠な理由が必要なら、ここに

1つあり、象徴的意義が明白である。この等価エンジンは爆開製造者及戦争製造者が好

み、我々の辻会から除去されるべき、反社会的な或いは極端な種類の、すべての活動に

とって代わるご主主である。

参考文献:

"Earth Enerp;:t.-The Entranc lng Force w1 th a. Thousand Na.mes， 11 John Blgelow， 

HealもhResearch， P.O. Box 70， Mokelumne Hl11， Callfornla 95245， 1977，勢6.

"Volume II -Co11ected Proper七lesand Wrltlngs of J. G. Galllmore，" vol. 

2 of 生豆旦包色旦2j522 立型豆uaよ Enerp;ie~ ， J. G. Ga11imore， Heaユ七hResea.r、ch，

Mokelumne Hlll， Callfornia 95245， 1977， $40. 

“UnderstandinR主回 Droppinsof主単 Splnn主主S B込ユ主主erimen~ ，" BMlce E. 

DePalma， 31mularlty Instiもuもereporも 3May 1977， Ke11ers Church Road， 

Badmlnsもer，Pennsylvania 18910. 
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10. 磁化きれたジャイロスコープの同転 "N"マシン

ブルース E.デパルマ 1 979年7月16日

Simularity Institute 報告 N o. 4 6 

93.12腹

パラダイムシフト:空間から直接に電気エネルギーを抽出する装置の開発には、それら

を創り出す共同体の意識状態が反映される。以前は、社会的利用のためのエネルギーを

解放するためには、仕事を費すか或いは何かを消費しなければならない、と信じられて

いた。内燃機関と原子炉はこのパラダイムを反映している。これらの機関では力学的又

は電気的エネルギーへと変換する熱を得るために、ガソリンやウラニウムなど何かを燃

やしたり消費したりしなければならない。

新しい種類のエネルギー機関を想像したり思いついたりするために、人は熱を作り出す

ために燃料の燃焼や消費を前提とする古いパラダイムを打ち破る必要がある。この古い

パラダイムは全体として Iエネルギーの保存則jという形で表現されている。これは、入

力したエネルギーより多くのエネルギーをシステムから取り出すことは出来ない、こと

を意味している。このようなシステムでは、次々にエネルギーを産み出す閉じた箱といっ

たアイデイアは不可能である。

自由エネルギー機関:自由エネルギ一機関は、もしその鍵を持っているなら空間を自由

な天然資源として空盟から直接エネルギーを得ることが出来る、というアイデイアに基

づいている。まず始めに、それが絶対可能であるという考え方に慣れなければならない。

その後ではじめて、テーブル上に置いてエネルギーを産み出し続ける箱の中で何が働き

続けているのかを考えはじめることができる。

磁イヒされたジャイロスコープの'性質:ジャイロスコープは古くからあるおもちゃである。

筆者はジャイロスコープの奇妙なふるまいによってNマシンへと至る研究の道を歩むこ

ととなった。まず、我々は空間がエネルギーで満たされていると仮定することから始め

よう。マッチの光りは、熱の解放、つまり燃焼することによって新たな物質へと変換さ

れて行く原素群によるエネルギーの喚起を示している。

雄，雌(男ー女)の形態、(male-femaleform)が混ざり合って構成される空間のエネルギーが物体

に種々の物理的な性質を授与したり与えたりする。物体を手に持ったときに感じられる

重さと質量は宇宙のエネルギ一場によるその物体への作用として与られる。もし、物体

-79-
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の重さや質量が雄エネルギーと雌エネルギーが混ぜり合って構成される宇宙のエネルギ

一場によって付与されるのであるなら、物体の慣性質量は物体を自転又は回転させるこ

とによって雄と雌に対になっている反対極へと分離することができるに違いない。この

理論をテストするのに有効な最も単純な機械は自転するジャイロスコープ又は独楽であ

る。

もし、物体の慣性質量が空間のエネルギー場の対となっている 2つの側面から生じる雄

と雌の性質を持っているなら、ディスクやフライホイールを回転させることでこれら 2

つの側面の分離が生じる。

Nマシン現象の現在の解釈は、新しいパラダイムの基礎を形作る何百もの議論の末に得

られた合意である。回転するディスクやジャイロスコープのフライホイールの現象では、

説明のできない多くの疑問が残っている。これらの多くは、システムの性質に関する単

純な数学的記述がそのシステムについて知りろるととのすべてであるという物理学の使

い古されたアイデイアから発生している。

より高度な意識はこのような古典的な記述の範囲外へと至る直感的なフィーリングへと

導く。我々はN発電機の動作を次のような新しいパラダイムの中で解釈できる。図1に

示す動作するジャイロスコープのホイールの回転が慣性質量の対結合した2つの側面を

分離する。

回転するホイールの中心部では、動きがなく遠心力が存在しない。これは静止点として

実現され、雌極となる。回転するディスクの外端は純粋な運動にあり、動作と回転によ

る最大の遠心力の状態にある。回転するフライホイールディスクの外周は、従って、雄

極(themale polarity)となる。

力学的な物体の回転による慣性質量の分極化は、との分極つまり質量物体の極性の分離

が利用可能なエネルギーという意味を持たなければ、単なる興味深い哲学的思索にすぎ

ない。もし今、この回転するフライホイールの空間内にフライホイールの回転軸に平行

なN-S軸を持つ磁場が加えられるとしたら、空間エネルギーの雌雄への分極の電気的

な類似物が、電気の正負極として空間というエネルギー媒体から呼び起こされ現れる。

そのため、ディスクの回転軸に平行なN-S軸を持つ磁化されたフライホイールが自転

するジャイロスコープは、宇宙の無限のエネルギー空間への経路となるのである。回転

するジャイロホイールの慣性質量中での空間エネルギーの雌雄エネルギーという 2つの

・80-
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側面への分離は、次に、磁気によってこの分極が電気へ変換される。

回転する磁化されたフライホイーJレディスクの中心と端の問に作られた電気的ポテンシャ

ルは次の式1)で与えられる。

EN(ホ・ルト)=(ディスクの面積 平方センチメートル) (磁石の強さ ガウス)

(回転スピード 回転/秒)x 1 0.-8 

実験でのテスト:発展の初めの段階での実験設備として、カリフォルニア、サンタパー

パラのサンパーストコミュニテイ (SunburstCommunity)のある庖の中でNマシンは組み

立てられた。その装置の概略を図22)に示す。初期のテストにおいて、この発電装置は

低速回転 (20 0 0 r.p.m以下)で、古典的な方法で開発された発電機に通常伴ういか

なる回転の遅れも生じることなしに電力が引き出しうることを示した。本論文は高度な

技術的な実験報告といったものではないので、実験データのハイライト部分だけを示そ

う。このサンパースト装置 (TheSunburst muchine)は組み立てられたとき、 2000 

r.p.mで3/4ボルト 800アンペアを超える電流を生み出した。おもしろいことに、

この装置の増加する出力抵抗は、 650アンペア、 0.67ボルトの直流出力で、 19. 

2マイクロ・オームであった。この装置から電力が取り出されているときに回転の遅れ

が生じないということは、次の仮説を検証している。すなわち、慣性的分極を電気の正

極と負極へと変換するために磁化されているディスクを回転させることで、エネルギー

の2つの側面への分離を通して慣性エネルギーが電力に直接変換されるという仮説を検

証しているのである。

図33)は、フェライト磁石の絶縁特性(出einsulating properties) を利用して、 4つのN

発電ユニットを直列に構成する方法を示したものである。この構成は、ベアリングと空

気抵抗の摩擦負荷に対し実用的に利用可能な十分に高い出力電圧(1 2直流ボルト)を

得、そして、出力電流のほんの少しを 12直流ボルトの駆動用モータに流入させユニッ

トの回転を 6000r.p.m.に維持する。駆動用モータをN発電機の少しの出力が供給さ

れる図34)のユニットに取り付けることで、白すした複合発電システムを構成すること

ができる。このユニットは一度動作すると際限なく動作し続け、ブラシとベアリングに

適切なメインテナンスがなされれば電気的力学的なパワーにも依存しない電力源を提供

1)これは、頭に1ρを付ければ既知の(電気工学、或いは物理学の)式。一杉山さん指摘

2)訳者注=図2は添付されていない? 欠落しているのか?

3)訳者注=図3は添付されていない? 欠落しているのか?
4)訳者注=2)と同じ。
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するだろう。

ブルース・デパルマ(署名)
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Figure 1 Rotation of a Magnetized Gyroscope(磁化されたジャイロスコープの回転)
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11. 宇宙の同転

ブルース .E デパルマ 時期不明

産:私は回転するジャイロスコープを自由落下させる初期の実験を始めて以来長年、自

由エネルギーについて考え続けて来たし、すべての現象の理解のための理性的な基盤を

創りあげようとして来た。今日では、この理解は、 HubbardCoil，' Kromrey Machine， 

Fluxtransformerやその他の移ろいやすく気の進まない機関を含まぢるを得ない。 Coler装

置、 Nマシン及び総てのこれらの他の現象は、常にファラデーの単極効果と共にあるの

である。

これらは電気的な現象であり、もっと根本的には我々は反重力機関や回転の本質(これ

は正確な力学的表現である)を理解しなければならない。そして、我々が導かれる先は

磁石とは何か磁気とは何か、つまり重力とは何か、そして電子とは何かということの基

本的な理解である。

/ 

霊王:我々は電子の定義から初めることにしよう。電子は、電子についてなされうる総

ての実験の結果である。人間の心の中の思考宇宙は、電子がその中に含まれる多くの実

験を構成しうる。私が言いたいのは、電子は心理、セクシャリティ(性別:sexuality)、

そして色を持ち、適切な実験によってこれらの性質を誘い出すことが出来るということ

である。

現在の我々の科学的理解のレベルではこれらの性質を全く考慮していないため、電気的

な自由エネルギ一機関の動作を今日の用語で説明することは不可能である。

神よ。ここにもう一つの理論が現われ、あなたはそれを考慮するであろう。しかし、も

う少し待とう。電子だけでない、まだ話がある。
r 

盛五:磁石は何をするのか。磁石は何であり、なぜ、NS-SNの)l[真に並び、 (2本の棒磁石

の間で)引きつけ合うのか。なぜ、それらは反発し合うのか。私が輿味を持っているほと

んどの自由エネルギー機関は磁石を使っている。なぜ、なのか。

霊友:誰も重力について満足な説明を成し遂げてはいない。その説明は反重力の技術を

含んだものになろう。
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いくつかの解答:ここで私が示そうとしているのは、総ての事柄を説明する完全な全統

一場理論では立ヒ。これらは今日、 GUT大統一理論(GrandUnified Theries)という訳の分

からない言葉で知られている。

物理学での適切な理解は、初めにそれを知覚することを要求し、続いて後にその説明が

構築される。そのいくつかは数学的形式を取る。このため、私は、くどくどした説明は

行なわず、理解の助けとなるいくつかのアイデイアを示すことにする。

白出エネルギ一物理学:磁石を良く理解していなかったり、電子が何であるのかを理解

していなければ、電気的機械類についての無理解が生じやすい。

私の思考実験の多くは、 Nマシンの理解と、それが固定された磁石の極の聞のファラデ

ーディスクとなぜ異なるのかという理解により得られたものである。これが導いて行く

所は、磁石とは何であり電子とは何かということである。

私は次のことを示唆したい。鉄の棒を「磁化」して棒磁石が作られ或いは形成されると

き、ロッド或いは棒の全体はセクシャリテイ (sexuaIity)でチャージされ、磁石と成るので

ある。磁石の性別はその地球との関係によって決まるのである。

つるされた棒磁石は回転する惑星の南北の極に自らをそろえる。現在、我々は磁石の北

と南の極を区別しており、まさに「北極エネルギーjと「南極エネルギーJがあると言

えるかも知れない。

我々はこの状況を再解釈し、北極エネルギーと南極エネルギーの間に違いはないと考え

よう。磁石のセクシャリテイ (sexuality)は(地球との)関係による。なぜ磁石はそろうの

か。磁石は宇宙の自由エネルギー空間への窓、であり、宇宙は回転しており、そのエネル

ギーはそれ自身をそろえたり、或いは回転の向きが反対のとき反発したりする。

これは電子が引きつけ合ったり反発し合ったりするのを説明する。つまり、電子それ自

身が宇宙の自由エネルギ一場への窓であるのだ。 2つの帯電した球は、 1つの球からも

う一つの球へのいくらかの力の供給を伴う電子の交換によって引きつけ合ったり反発し

合ったりできる。或いは、我々はこの状況を、いくらかの交換行為(これは電流と等価

である。)に伴われている或いは伴われていない力の供給による分極を通じた電子のセ

クシャリテイ (sexuality)の交替として解釈することも出来る。
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もし電子がセクシャリテイ (sexuality)を持ち、自由エネルギー場への窓という意味で磁気

的であるなら、電子はまたNマシンと考えることが出来る。

回転するフアラデーディスクの中心と端の聞に現われる電圧は、そこに存在する求心力

と磁力の場によるディスクの物質材料の中の電子の整列のために現われる、と考えられ

る。この実験によって引き出される電圧は、 「誘導Jや場と導体の相対運動とは無関係
である。回転するディスク中では電子自身が「電圧」と整列力を持ち、このディスクを、

その縦方向の断面(section)から電圧が引き出される lつのスーパー電子に変換するので

ある (3次元宇宙で球状に仮定されている電子の薄いディスク或いはスライス)。

五五:原型的な反重力実験は、回転するジャイロスコープを紐の端に付け歳差運動させ

て重量を計る、というものである。ジャイロスコープが回転し歳差運動するときの重量

は、運動していないときに比べ軽いことが見い出された。この差はおよそ 1%である。

この実験はSeiler(l)の業績によって示唆された。 Seiler'ま、物体や回転する独楽の重量の

変化を決定する実験を行なった。そこでは、彼の正確な秤(質量精度はO.lmg) の上で

それらを回転させ歳差運動させ章動させながら重量が測定された。

私のより以前の実験(1972)では、強制的に歳差運動させられたジャイロスコープの重量

約則定された。その免験の条件下で、 276ポンドの機械が何度も4........5ポンド軽くなった。

これらの早期の実験を行なったとき、私は強制的に歳差運動させられる回転するジャイ

ロスコープは軽くなるという完全に直感的なアイデイアを持った。その初期実験の 12 

年後私は lつの説明を考えた。

我々が感覚で実体として認識する宇宙は3次元を越える次元性を有しており、総ての我々

の測定もそこで行なわれる、のではないかと私は思う。この高次の次元性は数学的かっ

幾可学的に表現されている。

n-次元宇宙が回転しておりそのなかで我々の物理学は3次元空間として存在する、と

仮定しよう。今、幸運なことに、数学の天才がいてこれを数学的形式で表せるかもしれ

ない。しかし、わたしのアイデイアは違う。このより高次元宇宙は回転し、この高次元

的回転から生じる求心的加速度が我々の3次元空間の中で重力として自ら現われる、と

考える。
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この考えは2つの興味深いアイデイアをもたらす。 1つは、¥アインシュタインは彼が示

した加速度と重力の等価性という点では正ししこの加速度の原因が線形力であると仮

定したことが誤りであった。即ち、この加速力はより高次元な宇宙の回転が重力として

自らを表したものなのである。もちろん、この説明の鍵は、物体の3次元的回転、即ち

歳差運動するジャイロスコープによる反重力的な力の生成である。

血藍:この辺で、現在用いられている物体の回転のための表現 (w)は不完全であるこ

とを明確にすべきであろう。今は亡きJohnS. Wolf氏は、 「完全に不動な l点を有する

剛体の運動Jに関する数学的記述を開発し原稿として残している(2)。彼自身はこの運動
のことを i3軸的(凶axial)運動」と呼んだ。

3軸的(凶axial)運動は、まさに地球のような物体に生じる。なぜなら、回転するとき歳

差運動し章動(地軸が振動:nutate) し、そしてより高い形態で回転するからである。つ

まり、これはまさに、 n次元宇宙でのより高い形態の回転の3次元空間への投影という

ことである。従って、回転のどんな数学的記述も高次の項を含まないものは不完全であ

る。

室組:この論文で示されたアイデイアは、新たな知識の基礎であることが証明されるで

あろう。私は、これらが多くの議論を生起し、さらにこの中から人類を星々の世界へと

導く物理学と数学が生まれることを期待したい。

(署名)

ブルース E.デパルマ DePalma Institute 

(1) Unpublished Paper， H.P. SeileL(Oberarzt)， "Changes in Weight of Boclies Rotaiting in the 

Gravitational Axis on a Precision Scale." Privatk1inik Bircher-Benner， Keltenstrasse 48， CH-8044 

Zurich， Switzerland. 

(2) Unpublished Manuscript: "Neoprincipia Mathematica_"， John Sohn Wolf， 281 Sherbrooke 

Drive， Kettering， Ohio 45429. 
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183 1年12月、今から 152年程前、マイケルファラデーは、回転可能な銅のディ

スクをそのディスクに垂直な力線を持つ磁石の極の聞に挟むという実験を最初に行なっ

た。ファラデーは、回転する導体ディスクの中心部と外端の間に発生する電圧を発見し

た。その後、ファラデーの単極ディスク発電機として知られることになるこの発電機で

は、回転する導体ディスクの心棒とその外端に接してスライドする接点或いはブラシに

より出力電圧を抽出する。図(1 )参照。

ファラデーディスク発電機は 1890年代の後半に開発され、今世紀の初めに産業での

応用に向いた高電力低電圧直流機関と見なされた。ファラデーディスク発電機全体の動

作は、他の電気機械類の動作と同様に、電力の発生には力学的エネルギーの電気エネル

ギーへの窒盤であることを示す等量の抗力が常に伴っている考えられていた。これは暗

に等量の力学的エネルギーの消費なしに仕事は与えられない、という宗教的信念を支持

している。

もちろん、エネルギーは尽きることのない資源であるという別の宗教的信念がある。実

用的なフリーエネルギー機関が開発されるまでは、この点に議論の余地はあるが。

図(1 )のファラデーディスクに始まる電気機械類の開発の歴史は、私を図(2 )に示

す装置の組立へと導いた。ここでは、ディスクのまわりの馬蹄形のヨーク中の閉じて存

在する磁路の代わりに、磁路はディスクを通過し対称、的に閉じている。即ち、 Nから S

へ向かう力線は放射状に対折、的である中央部分の磁路を、つまりディスクの中心部を通

る。また、 SからNに戻る力線は対称、的にディスクの外周部を通る。

図(3)に示すディスクの電圧特性のプロットは、磁束密度と回転スピードに関する典型的

な曲線を示している。電圧は、回転軸上のスライド接点と回転する導体ディスクの表面

の間で取られた公称な測定値である。図(3)では多くのことがはっきりしている。回転ディ

スクの任意の半径での電圧は、磁束密度とディスクのその点の接線速度だけに依存する。
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1)従って、以上のことから、中心軸に対する回転ディスク外周端のスライド接点から取

得可能な電圧はディスクに現われた電圧の総令計ではない。 2)

我々は電気をソースーシンク現象3)として理解出来る。これは、負の極で電子が出現し正

の極で吸収される、ということである。ディスクを通過する閉じた磁場を伴うファラデ

ーディスクの動作という点で言えば、ディスクの外周端と中心軸に置かれたブラシの聞

に挟まれた負荷に流れる電流が図(3)で示すようになる、ということを意味している。

磁路がディスクを通って閉じているとき、ディスクの中心軸或いは中心部に存在する電

極は通常放射状に変位する。

半径r1に対する正の極の放射状の変位は、観測された電流と共に機関の内部の一部分が、

機関の終端から中心に対する電気の抽出によって創り出された抗力に対抗するモーター

の働きをすることを意味する。

ファラデーディスクのモーターとしての働きによって創り出されたトルク(或いは、抗

1)訳者注=通常の電磁気学では、 「電圧」ではなく「電場Jが正しい。図3は電圧が
縦軸に取られており、 DePalmaの主張通りの図になっている。この点(つま

り電場ではなく電圧が磁束密度とディスクとその点の接線速度だけに依存

する、と言う主張。)かτ>ePalmaの主張のポイントと思われる。図3が実測
値に基づくものなのか、こうある筈であると行った説明図にすぎないのか、

確認要である。この論文中には触れられていない。

2)訳者注=通常は「中心軸に対する回転ディスク外周端のスライド接点から取得可能

な電圧はディスクに現われた電圧の総合計である。 Jと考える。つまり、
DePalmaの主張は「中心からrの点の電圧vrは、 Int[dvlo

rではなく、 rでの磁

束密度とディスクとその点の接線速度だけに依存する。」といっているの

である。

脚注1)を含め、通常の電磁気学の観点からは次のように整理できるだろう。

中心からの距離がr1の点とらの点の電位差V12は次のように与えられる。

まず、中心からrの距離の点の電場Erは、
Er=vB=ωrB ここで、 vはその点の接線速度、

Bは磁束密度、

ωはその点の角速度。
次に、中，心心からの距離がr町1の点とrらzの点の電位差V

したもの(つまりk、点r1iJカか、ら点rら2へ向かつてデイスクに現われた電圧の総合言計十)である
4告、、 じ弘、 -
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力)は、磁場によって照らされるディスクのその領域を通過する磁束の総量に比例する。

示された例では、中心領域は、 πrf、周辺の環状リングは π(r32.rJ)である。この機関が

磁気飽和状態で動作するとき、上記の 2つの領域で作りだされる抗力は同じ大きさであ

り相殺し消失する、と見ることは容易であろう。
1) 

ファラデーディスクは、回転するディスク上に電気的ポテンシャルのパターンを引き出

すために、慣性力(遠心力)と磁力を使う。ディスクを通過して閉じる磁路を持つフア

ラデーディス夕、即ちNマシンからの電気エネルギーの生産は抗力を伴わない。これは

電力を取り出すためには機関への力学的入力が提供されなければならない、という全く

根拠のない仮説がただ破れているということである。

実用的な面からこの機関の動作は、磁石がディスクと共に回転していてもしていなくて

も影響を受けず、機関は、中心軸の表面を覆っているディスクの部分へ入る渦巻きを切

ることで自ら励起される。 2)磁石とディスクの一緒の回転は、機関の軸上の入力と出力

極を保持しながら高電圧を提供する機関の直列化を容易にする。

ファラデーディスクの秘密とは、単純に言えぽ、ファラデーディスクが自由エネルギー

機関である、ということになる。この機関の初期の利用で経験された反トルクは、疑問

視されていなかった仕事至上なパラダイムを支持した。磁路が、初期の機関のようにディ

スクの周りを通るのではなく、その中を通り対称、に閉じるとき、電流に伴う抗力は消失

する。

興味深い考え方は、抗力とは本当に反トルクであり、ディスク中を通過しディスクを通

常のトルクーーディスク中に電子流が流れるときに創りだされるトルクー・とは反方向へ

と動かす何かによるとするものである。磁束線に垂直な線速度で動く電流が流れる導線

に対する抗力のレンツの法則に矛盾しない解釈は、これの外で構築可能である。それは、

次のように考えればよい。その中心へと接続された回路のあるファラデーディスクの端

から電子が開放(自由に)されるときに、ディスク中を流れるものは電子ではないかも

しれない。そして、ホールの流れがディスク中のパスを完成する、と考えることも十分

可能である。導体中を流れる流れが磁場の中を動くとき、電子は電気が「生成されてい

1)
訳者注=この主張は通常の電磁気学と同様である。つまり、磁束が閉じているため

抗力は相殺されてOになる。通常の電磁気学では磁束が閉じているため電

圧は0となるのと対の現象と理解される。

勾訳者注=この文正確には理解できない。渦巻き(aspiral)とは磁束のことと思われるが

詳細不明。
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るJ動く導体のそれらの部分を通って流れはしない。注意深く考えることで、磁場に垂

直に動く導線を通る電子流は導線のその動きを助長することが分かるだろう。

空間の慣性場からのエネルギーの遠心的抽出は、 1831年ファラデーによって初めて

デモンストレートされた。自由エネルギー機関としての実験の適切な解釈へと至るには、

ディスク中を通る束を閉じることを全く考えずに他の可能性を考えていたのでしばらく

の時間がかかったのである。
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13. 向尚エネルギー物理掌への序

ブルース・デパルマ

DECレポート#1 

198 9年10月12日

93.12販

ここに述べる幾つかのアイデイアはある 1人の人物によっており、そのことにここで感

謝の意を表したい。その男は空間の海、即ちすべての知識の貯蔵所に通じている。我々

が見るものは我々が得る物である、というのが、このエッセイの本質である。

空間、即ち真空は、粒子で満たされた海である。私はこの粒子をプシオン(Psion〕と呼ぶ。

プシオン束は、ブラウン運動やゼロ点エネルギーの揺らぎの原因である。等方性のプシ

オン束は光速で移動する。プシオンは物質とは少ししか相互作用しないが、ブラウン運

動や熱伝達を引き起こすには十分である。

素粒子としてのプシオンの原理は不完全であり、運動量伝達(momentumtransfer)を可能

にする重量或いは質量の誤差(thedefect)を含んでいる。この原理の特質は記憶(memory)

である。これは、プシオンはそこを通過しただけである物質空間を覚えており、与えら

れた(量子化された)緩和時間(relaxationtime)の問のその印象(impression)を印象の強さ

に応じて保持している。

誰でもアンテナが放射する電磁エネルギーの影響化にいる。アンテナの導体中の電気的

励起が観測者へプシオン束によって(光速Cで)輸送されると、考えてみなさい。エネ

ルギーは空間のヒステリシス(テスラが観測している)に、或いは、プシオン相互作用

の不完全さに吸収された。

プシオン仮説は、 2つの大きな優位性を持っている。最初の点は自由エネルギーである

という点であり、 2番目の点は意図する者、即ち実験を定式化する者の望みの結果であ

るという点である。自由エネルギーの最初の仮説は、次のものである。

エネルギーはただ創り出され、或いは破壊されるものであり、

lつの形態から別の形態へと変換されるものではない。

物質世界でのすべてのエネルギー開放の過程は、空間の自由エネルギ一場からエネルギ

ーを引き出すものであると解釈するなら、このエネルギー開放で我々が消費した仕事の
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総量は、実験の結論において我々のアイデイア(すなわちエネルギーの創生)が完全に

結果することとなる。発電機は入力の機械エネルギーを電気エネルギーに変換している

訳ではない。ガソリンエンジンは燃料の燃焼の潜在的な熱を自に見える仕事エネルギ

ーに変換している訳ではない。燃えた燃料は、空間からの(この意味での)エネルギ

一回復過程の不完全さの結果である。

完全な発電機は、エネルギー開放過程は物質化されうる(即ち、物質形態に構成される)

ものでありその過程での(自由エネルギーの基質(subatrate)からの)エネルギー開放に伴っ

てエネルギーを消費したり変換したりすることはない、という物質宇宙の理解を反映す

る。

このアイデアの証明は米国とインド、カルワルのlndianN uclear Power Board Laboratories 

(インド原子力委員会研究所)で同時に開発されたNマシン空開発電機によってなされ

た。

プシオンは、我々が心と呼んでいるリアリテイの知的な部分と一致するためとのように

名付けられた。心はその結果であり、それは心の結果でもある。とれよりうまく言い表

わすことはできないだろう。

実験の結果とは実験者そのものであると最終的に言える。つまり、実験者の望み或いは

希望が彼の実験結果へと回帰する。人は彼の唱える仮説のもとで仮説に依存しつつ粒子

や波を検出する。光の印象はプシオン束によって実験者へと届けられ、彼の実験結果は

彼の検出したいものなのである。彼が光子検出器を用い粒子を求めていたのなら結果も

そうなり、彼が回折格子を用い波を求めていたのならそのような結果になる。これがす

べての粒子及び核物理学を説明する。

創造者としての人間の役割は、訓練などを遇じて苦心して仕上げることで初めて可能と

なる。実験の結果は人がそう望んだことであり、彼が彼自身の原理を完全に仕上げ彼の

思想、を解明した結果であり、即ち、我々が彼と彼の機械にリアリテイを与えるのである。

私は量子化に関する考えを付け加えたい。状態、は、私が最小識別可能思考(theleast 

distinguishable thought)と呼ぶものによって、 lつlつが区別される。これは聴覚でのデ

シベルと言う尺度や音楽の音階に反映されている。

物質との相互作用の後で、プシオンは緩和時間(陀laxationtime)の間印象を保持している。
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一般的に、緩和時間(relaxationtime)は逆二乗法則という地球上での測定を満足するのに

十分長くなければならない。しかし、銀河問の距離においては最小識別可能測定の量子

測定効果が生じるために、ある距離で光が次第に消えてくる。

思考と時間は他の多くの属性をプシオン仮説に与える。人類はその限界に到達したのだ

ろうか。すべての理論はさらに進んだ場所へ我々を導く杖である。 1つの可能な考えは、

自由エネルギーの社会は望ましい何かを創り出せると言うことである。人聞が自分自身

を忘れ去ってしまい、そして、また再スタートするような遠い未来の歴史の中での、幾

つかのポイントとなるかも知れない。

ブルース デパルマ 署名(ブルース デパルマ)
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14. 電気エネルギーの空間からの官接的強出

ブルース・デパルマ 1 990年4月29日

盛夏:Nマシン/空開発電機 (SpacePower Generator) (図(1 ))はマイケル・フアラデ

ーによって 1831年に発見された lつの効果に基づいた機器である。この機器は現在

使われている誘導機と比べて際立つて少量の機械的入力で電気エネルギーを産み出す可

能性を持っている。

183 1年の秋、マイケル・ファラデーは最初のダイナモ(発電機)の発見へとつなが

る初期の実験を行った。このとき、彼はまだ伝統的な電気理論で理解される現象として

その現象を記述した。 1831年12月26日付の彼の日記のパラグラフ 255、25 

6そして25 7 (参考文献1の図2)には、円筒形の磁石の最上部に紙をはさんでその

上に銅のディスクを固定し、円筒の中心軸のまわりに回転するようにストリングによっ

て支え、さらに、その中心軸と銅板の端にガルパノ・メータのワイヤーを接続する実験

について記述されている。この装置が回転させられたとき、電気的ポテンシャルが創り

出されたことが発見された。そのポテンシャルの極性と強さは、その銅板が動いて磁石

が動かないでいるときに発生するものと同等であることが分かった。ファラデーは、こ

の磁石とディスクが互いに差し向い共に回転する場合と、磁石は固定されて動かずにディ

スクだけが回転する場合の関係を熟考するのに、彼の後半生を費している。そして、磁

石の金属材料が軸のまわりを回転している問、その磁石の磁場は空間に固定され残存す

る、と考えることによりこの状況を説明した。つまり、動く磁石と固定されている磁束

の間の相対的運動が存在し、磁場を横切って運動するワイヤによって期待されるポテン

シャルが生じる、という訳である。

その磁石が両極を結ぶ軸で回転するとき磁力線が磁石の運動に伴って回転するかどうか

を観測しようとする数多くの試みが、長年に渡つてなされて来た。今日まで、磁石と共

に力線が回転するか否かの決定的な証明は見られていない(参考文献2、3)。そして、

ディーリックという l人の実験家が次のような結論に達している。 i一般的な単極発電

機やその古典的な形態の実験で、この理論的に可能な 2つの仮説一一動く力線仮説と動

かない力線仮説一一のどちらが正しいのかを示せる実験は存在し得ない。 J

1 978年、私はそれまで既に7年間に渡る数々の実験を通じて、歳差運動するジャイ

ロスコープの慣性と重力に関する奇妙な現象の研究を続けていた。そして、ジャイロス
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コープが磁化されており磁力線が回転軸と並行に存在するとき、やはり奇妙な電気現象

が生じるのかもしれないという考えが私の心に浮かんだ。ファラデーの足取りにならっ

て、私は磁化された金属のジャイロスコープが回転するとき自分自身の磁場の中を動く

ため、その回転軸とフライホイールの一番外側の端の聞に電気的ポテンシャルが発生す

ると推測した。発生するその電圧は、従って、よく知られた導線と磁場の相対運動に関

する電磁誘導の法則によって記述される。

よく知られているとおり、レンツの法則は磁極の近くを運動するワイヤーに流れている‘

電流に生じる力に適用される。そして、そのワイヤーに流れている電流は、外部負荷に

接続されているワイヤーが磁場中を運動することによって作り出されたされた電気的ポ

テンシャルによって生じたものである。しかし、回転する磁化された円筒形の導体の場

合は、レンツの法則を適用できるのか明らかではない。静的な測定では、電流は、その

外周と中心軸の間の円筒形磁石からその極を通り抜けて流れることができる。作り出さ

れたトルクは、銅のディスクを磁極の lつの上につるして磁石を固定したときに得られ

るのと同じになる(参考文献5、6)。疑問は、回転するジャイロスコープは慣性的で

かつ重力的な奇妙な特'性を持っているので、磁化されたジャイロスコープのパックトル

クは、もしその回転がプロックされて、固定されたトルク測定が行われたとき、それを

通り抜ける外から与えられた電流の総量に対するパックトルクと同じになるか、という

ことである。

2つの回転子を持つ誘導機に比べNマシン/SPGはlつの回転する磁化された導体し

か持たないという単純な構造であるにもかかわらず、 1831年に発見されて以来、伝

統的な誘導機と同様の発電原理で動作しているのかどうかテストをした人はいなかった。

1 978年、カリフォルニアのサンタバーパラで、大きな電磁励起式Nマシン/SPG

「サンパースト(Sunburst)Jが組み立てられた。このNマシンは、スタンフォード大学

電気工学名誉教授ロパート・キンケロ(RobertKincheloe)博士によって独自のテストが行わ

れた。

i 1 5 0年以上知られていたファラデーの単極発電機が、ある条件下では電気的出力エ

ネルギーの抽出が駆動源への相応する機械的な負荷を伴わないこと、によって、 「自由

エネルギーj発電と呼ばれるものの基礎を与えるとして注目を集めている。

1 9 8 5年に私はこの機械をテストするために招かれた。主張されるように動作しなかっ

たとは言え、くり返し得られたデータは伝統的な理論に従うように見えない奇妙な結果

を示した。特に内部で発生した出力電圧についてのある仮定のもとでは、励起されてい
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ない発電機の摩擦ロスと評価される量を超えて発電機から電力を抽出しているときの入

力電力の増加は、解釈にもよるが、計算上の発生電力の 13%から 20%であるように

見えた。 J

図(3)と図(4)は「サンパーストJ機関の構造を示しているo図(5)は入力と出力電力の
回転速度に対するグラフである。

データの徹底的な批判と検証の後、キンケロは次のように結論した。

「ここで、実際に、今まで知られておらず、また説明もされていない源からエネルギー

を得ている、という点でデパルマは正しい。

これは次のように結論できると言える。ほとんどの科学者や技術者は、従来の物理法則

が破れるとき、そして、もし真実が信じられないような驚くべきものであるとき、それ

らを即座に拒否するものである。 j

1サンパースト機関は、発電機として動作する回転する磁石Nマシン/SPGが同等の
電流を発生されている通常の誘電機jと較べ少ないパックトルクしか発生しないかどう

かを決定するための実験であった。実用的なSPGは聞かれた磁路を持つ電磁石の励起

の重荷を取り除いた永久磁石又は超電導磁石を使用する。すべるカーボングラファイト

や銅グラファイトのブラシを液状金属接触に取り変えることで機械的摩擦ロスを 80%

程度減らすことができる。ブラシの電圧降下は液状金属スライド接触では無視できる。

これらの技術は現在作られている機関では両方とも使われている(参考文献8'¥ 9参照)。

「サンパースト」の設計に液状金属電流コレクタと場励起のための永久磁石を適用する

ことで入出力比が5: 1の機関を可能とする。

インドにおける SPGの研究開発プログラムが1978年から並行して実施きれている。

インド原子電力委員会のP.テワリ (P.Tewari)が物質とエネルギーの一般理論を構築

した。この理論は、電子の構造を仮定することで真空中からエネルギーが得られること

を示した。[サンバーストj機関の実験結果を受け取ることによって、彼は一般に使える

SPGの実用化版開発のための研究開発プログラムを確立した。テワリは発生した出力

電力からすべてのロスが差しヲ|かれたと考えたとき、発電機を回転させるのに必要とさ

れるものより多い、超過分の出力を生み出すNマシン/SPG装置を組み立てた(参考

文献 1 2、13)。

空間からの電気エネルギーの直接抽出という現象は磁気の再解釈に基づいて単純に説明
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できる。これまで、磁場は磁石から来ると信じられて来た。磁場という現象も 1つの根

源的でまず第一に単一で均質の場を仮定することで説明されうるものである。磁石の材

料の高度に異方性的な状態が、一ーそれが水久的な変化であってもソレノイドを通して

流れる電流によって作り出されるものであってもーー我々が磁場として知っている等方

的な空間場の歪を引き起こす。導線が磁石の極の近くの空間的歪の中を通ることはその

ワイヤーの両端の問の電気的ポテンシャルを誘い出す。発電機の界磁石はその機関から

いかに多くのエネルギーが引き出されても停止したり、より多くの電気的励起を加える

ことが必要となることもない。これは、発生する電気的エネルギーが界磁石によって作

り出きれた空間的歪から引き出されているからである。

従来の2つの回転子を持つ誘導発電機の動作やエネルギー上で不利な点は、磁気と磁場

の本質の不完全な理解に起因している。もし我々がすべての電気の発生は根源的なエネ

ルギ一場の歪に起因するものという考えを受け入れるならば、我々は適当な歪とそれに

伴うエネルギ一発生を作り出す方法をレンツの方法を使うことなく実現することができ

るだろう。この解釈に基づいて回転する磁化された導体Nマシン/SPGは、 2つの回

転子を持つ機関には伴う損失なしに空間エネルギを誘導する手段である。さらに、次の

ように結論することができる。発電機中で機械工ネルギーが電気エネルギーに変換され

てはいない。 I変換jというアイデイアは証明されていない仮定であり、異なった電気的

装置は異なった効率でエネルギーを作り出すと考えるべきである。天然資源が澗渇して

いる今日、電気がより単純な 1回転子のNマシン/SPGによって段違いに効率的に発

生させられるのに 150年前の誘導発電機を使う理由は何もない。
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